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議事日程 令和３年９月９日 午前９時開会 

 日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 日程第２ 付託議案の審査について 

      議案第３３号 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第３号）

について（所管部分） 

      議案第３７号 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計補正予算（第

１号）について 

      議案第３８号 木曽岬町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

      議案第３９号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定

について（所管部分） 

      議案第４３号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計歳入歳出

決算認定について 

      議案第４４号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定について 

      議案第４５号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について 

      議案第４６号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計決算認定につ

いて 

本日の会議に付した事件 

 議事日程と同じ 

出席委員（６名） 

    委員長  三 輪 一 雅 君     副委員長  古 村   護 君 

         後 藤 紀 子 君          加 藤 眞 人 君 

         伊 藤   守 君          伊 藤 好 博 君 

欠席委員（０名） 

委員外出席議員（１名） 

    議 長  服 部 芙二夫 君 

議場出席説明者 

 町     長 加 藤   隆 君   副  町  長 森   清 秀 君 

 会 計 管 理 者        山 田 克 己 君   総務政策課長        小 島 裕 紹 君 

 総務政策副参事        中 山 重 徳 君   住 民 課 長 伊 藤 正 典 君 

 建 設 課 長 黒 田 良 人 君   産 業 課 長 多 賀 達 人 君 

 税 務 課 長 藤 井 光 利 君   危機管理課長        伊 藤 雅 人 君 

 産業課長補佐        村 上   強 君   税務課長補佐        神 野 美紀恵 君 
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 建設課長補佐        中 里 満 博 君 

事務局出席職員 

 書 記  事務局長  平 松 孝 浩   議会事務局  渡 辺 千 智 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

                            午前 ９時 ０分開会   

○副委員長（古村 護君） おはようございます。 

 委員長におかれましては、体調不良で遅刻するとの連絡が入っておりますので、副委員

長の私が委員長を務めさせていただきます。議事進行には御協力のほどをよろしくお願い

いたします。 

 それでは、総務建設常任委員会を招集させていただきましたところ、委員の皆様には、

何かと御多用の中、御出席を賜りありがとうございます。また、加藤町長をはじめ執行部

の皆様には御出席いただきまして、ありがとうございます。 

 本日の総務建設常任委員会は、令和３年第３回定例会で付託されました８議案を審査す

る重要な委員会でございます。議案審査には慎重審査をいただきますとともに、委員会運

営に当たりましては、皆様の御協力のほどをよろしくお願い申し上げます。 

 本日の委員会の出席委員数は５名です。よって、委員会条例第１４条の規定により、定

足数に達しておりますので、総務建設常任委員会を開会いたします。 

 次に、本日の書記の指名を行います。 

 委員会条例第２７条の規定により書記には平松議会事務局長を指名したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（古村 護君） 異議なしと認めます。よって、書記には平松議会事務局長を

指名します。 

 それでは、これより議事に入ります。 

 本日の議事日程は既にお手元に配付させていただいたとおりでございます。 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

○副委員長（古村 護君） 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

 本日の会議録署名委員は、加藤眞人委員、伊藤守委員の御両名を指名したいと思います

が、これに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（古村 護君） 異議なしと認めます。よって、加藤眞人委員、伊藤守委員の

御両名の方、よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の議案審査に入ります。 

 初めに、加藤町長より議事日程の説明を求めます。よろしくお願いします。 

○町長（加藤 隆君） 改めて、皆さん、おはようございます。 
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 新型コロナウイルスの感染拡大、昨日、政府は緊急事態宣言を１２日から９月３０日ま

で期間を延長するというような報道もされております。全国的には減少傾向にあるかなと

は思いますけれども、愛知県、特に大阪辺りについては、非常に心配な状況が続いており

ます。その中でも、特に私ども木曽岬町にあっても報道されておりますので皆さん方は御

存じだと思うんですが、８月から特に９月にかけて大変多くの方々の感染者が出ておりま

す。そういった状況、そして、また、特に保健所、医療機関の医療体制のほうが非常に逼

迫しておりまして、以前は自宅待機者と言っておりましたけれども、自宅療養者が依然と

して多くおみえでございます。そういった中で非常に心配する状況が依然として続いてお

ります。当町としても町民の皆さんの御理解をいただいて、一日も早くコロナ禍を乗り越

えて安心できる暮らしが早く来るように、皆様方と一緒になって頑張っていかなきゃなら

んなと、そんなふうに改めて感じておるところでございます。 

 そうした中、本日は、木曽岬町議会の総務建設常任委員会を開会いただきましたところ、

三輪委員長さん、体調不良ということでございますが、他の委員さん方、全員早朝から御

出席をいただき、また、議長さんにも出席をいただいております。誠にありがとうござい

ます。今期定例会、令和３年の第３回の木曽岬町議会定例会、去る９月１日に開会をいた

だきまして、執行部提案１８議案のうち４議案につきまして、開会日初日に議決をいただ

きました。他の１４議案につきましては、それぞれ両常任委員会に委員会付託をいただき

まして、先般７日に教育民生常任委員会で御審議をいただき、他の議案につきましては、

本日の総務建設常任委員会に付託された案件、お手元の議事日程にございますように、議

案第３３号の令和３年度の町一般会計の補正予算の所管部分、それから、議案第３７号に

つきましては同じく水道事業会計の補正予算、両補正予算案件２議案、それから、続いて、

議案第３８号につきましては個人情報保護条例の条例改正の案件１件、それから、議案第

３９号につきましては令和２年度の町一般会計の所管部分の決算認定について、それから、

第４３号につきましては同じく土地取得特別会計、第４４号につきましては農業集落排水

事業特別会計、第４５号につきましては公共下水道事業特別会計、そして、議案第４６号

につきましては町の水道事業会計、それぞれの令和２年度の決算認定についてということ

で、この案件が５議案、５件ございます。合わせて８議案を、本日、総務建設常任委員会

で御審議を願うところでございますが、それぞれいずれの案件につきましても重要な案件

ばかりでございます。後ほど担当のほうから詳細に説明させていただきますので、十分な

御審議を尽くしていただきますようにお願い申し上げ、議事日程の説明と御挨拶に代えさ

せていただきます。どうぞひとつよろしくお願いいたします。 

○副委員長（古村 護君） ありがとうございます。加藤町長の議事日程の説明は終わり

ました。 

 それでは、お手元の日程に従い、会議を進めさせていただきます。 

日程第２ 付託議案の審査について 
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○副委員長（古村 護君） 日程第２、付託議案の審査についてを議題とします。 

 本委員会に付託されました議案は、議案第３３号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一

般会計補正予算（第３号）について（所管部分）、議案第３７号、令和３年度三重県桑名

郡木曽岬町水道事業会計補正予算（第１号）について、議案第３８号、木曽岬町個人情報

保護条例の一部を改正する条例の制定について、議案第３９号、令和２年度三重県桑名郡

木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定について（所管部分）、議案第４３号、令和２年度三

重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について、議案第４４号、令和２

年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、議案第

４５号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、議案第４６号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計決算認定についての

８議案であります。 

 ここでお諮りします。 

 付託議案の審査方法につきましては、先に１件ごとに全議案を審査するものとし、その

後、討論、採決につきましても１件ごとに行いたいと思いますが、これに御異議ございま

せんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（古村 護君） 異議なしと認めます。そのように進めさせていただきます。 

 それでは、付託議案の審査に入ります。 

 初めに、議案第３３号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第３号）

についての所管部分を議題とします。 

 事務局に説明を求めます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） それでは、補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 議案第３３号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第３号）について

でございます。 

 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

によるというものでございます。 

 第１条第１項では、既決予算額に歳入歳出それぞれ３，０００万円を追加いたしまして、

予算の総額を２９億５，６５０万円とするものでございます。 

 第２項では、補正の款項の区分及び区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出の予算の金

額を、第１表、歳入歳出予算補正に定めることを規定しているものでございます。 

 ２ページ、３ページをお願いいたします。 

 第１表の歳入歳出予算補正でございます。 

 この補正予算の区分ごとの金額につきましては、まず、歳入におきましては、１款町税

から２０款諸収入までの８つの款とこれに付随する１３の項において、また、歳出では、

１款の議会費から次のページの１１款予備費までの９つの款とこれに付随する１８の項に
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おいて、それぞれ所要の補正をお願いするものでございます。その総額は、既決予算額に

３，０００万円を追加いたしまして、補正後の予算額を２９億５，６５０万円とするもの

でございます。 

 次に、補正予算に関する説明書によりまして、予算の内容について説明を申し上げます。 

 ５ページの総括の説明は割愛をさせていただきまして、６ページから各所管課長より説

明をお願いいたします。 

○税務課長（藤井光利君） それでは、６ページを御覧ください。 

 １款町税に係る当初の賦課をした時点での予算の精査を行うものであります。 

 １項１目個人については、予算額２億６，１００万円を３，１００万円増額し、２億９，

２００万円とするものであります。この主な要因といたしましては、現年度課税分につい

て、所得割にて所得割の伸び率がコロナ禍にあって平年ベースより相当程度落ち込むこと

が予想され、リーマン・ショック時のマイナス１５％程度を当初見込んでおりましたが、

当初の見込みより３，１００万円多く賦課することができましたので、予算の見直しを行

うものであります。 

 続きまして、２項１目固定資産税については、予算額４億８，４８０万円を７７０万円

減額し、４億７，７１０万円とするものであります。この主な要因は、現年度課税分では、

土地分のうち令和３年度評価替えに伴う算出額との精査を行ったもの、家屋分については、

令和３年度評価替えに伴う算出額との精査を、また、新型コロナ感染症に係る固定資産税

の特例措置に伴う減免による精査を行ったもの、償却資産分のうち新型コロナ感染症に係

る設備投資抑制見込みの精査を、また、新型コロナ感染症に係る固定資産税の特例措置に

伴う減免による精査を行ったものであります。 

 続きまして、滞納繰越分については、昨年度の徴収率が推計値より増えたことにより繰

り越した額が減ったということで、精査を行ったものであります。 

 続きまして、３項軽自動車税、２目種別割については、予算額１，８９２万３，０００

円を１３０万４，０００円増額し、２，０２２万７，０００円とするものであります。こ

の主な要因は、現年度課税分では、４月１日現在の登録台数の増と重課税対象車両の増と

の精査を行ったものであります。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 款、変わりまして、１０款１項１目地方交付税では、１

億８，１０９万３，０００円を追加計上いたしまして、１０億３，１０９万３，０００円

とするものでございます。令和２年度分の普通交付税の額の決定がなされたことによるも

のでございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） ページをおめくりいただきまして、１４款国庫支出金、２項

７目総務費国庫補助金では、１，１４６万６，０００円を追加し、５，７８０万３，００
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０円とするものでございます。住民課所管では、個人番号カード交付補助金では、個人番

号カードの交付に当たる事務費相当分を見込むものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） その下、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金では、８４６万６，０００円を追加計上するものでございます。新型コロナウイルス

の感染拡大を防止することを目的に、地方公共団体が地域の実情に応じて実施する事業に

要する費用に対しての交付金で、このたびは保健センターの改修工事と、これに伴い備品

を更新するための財源とするものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 款、変わりまして、１５款県支出金、２項県補助金、５

目消防費県補助金では、１１０万円を増額し、３９６万５，０００円とするもので、地域

防災計画の見直しに対する地域減災力強化推進補助金でございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ページ、おめくりいただきまして、１８款繰入金、２項

基金繰入金、２目財政調整基金繰入金では、２億１，４００万円を減額いたしまして、１

億８００万円とするものでございます。普通交付税の追加交付がなされたこと及び繰越金

の額が確定したことにより財源の確保を図ることができたことから、この繰入金を減額す

るものでございます。 

 続きまして、１９款１項１目繰越金、このたび２，５３２万２，０００円を増額いたし

まして、５，５３２万２，０００円とするもので、令和２年度の決算に伴います繰越金額

の確定によるものでございます。 

 歳入の補正は以上でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １４ページから各課長により説明をいたします。 

○議会事務局長（平松孝浩君） それでは、続きまして、歳出予算の事項別明細書の御説

明をさせていただきます。 

 １４ページ、１５ページをお願いいたします。 

 １款議会費、１項１目議会費におきましては、９６万円を減額し、５，７５９万円とす

るものでございます。政務活動費の交付申請期限が経過し、交付決定額が確定しましたの

で、減額補正をするものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２款総務費、１項１目一般管理費では、２１７万円を増

額いたしまして、２億６，６４７万８，０００円とするものでございます。共済費では、

会計年度任用職員制度の導入により対象者が増加したことに伴い、労働保険料を増額する

ものでございます。旅費では、令和３年４月に新規採用となりました会計年度任用職員１
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名に係る交通費を計上、続く、工事請負費では、新しくできました県道バイパスと国道２

３号交差点の国道側に設置されております青看板の案内標識に木曽岬町役場を示すための

工事費用を計上しているものでございます。 

 続く、５目財産管理費では、８４万７，０００円を増額いたしまして、４，７６６万２，

０００円とするものでございます。使用料及び賃借料では、業務の効率化を目的に、会議

録の作成システムを導入するための経費を計上しているものでございます。 

○税務課長（藤井光利君） では、１６ページを御覧ください。 

 予算を２６６万３，０００円減額する、２項１目税務総務費の説明でございます。 

 予算額は４，３５４万１，０００円とするものであります。これにつきましては、報酬

などの職員の異動に伴う人件費の減ということでございます。 

 続きまして、２目賦課徴収費についてでございます。６０万円を増額し、３，２８７万

７，０００円とするものであります。これにつきましては、２１節の補償、補塡及び賠償

金にて、相続財産管理人選任申立による裁判所に納める予納金を計上するものであります。

これにつきましては、固定資産税の課税客体である不動産の所有者が死亡し、その相続関

係人が全員相続放棄としたことにより、固定資産税を賦課すべき対象者が不存在となった

という事案があります。この該当する土地及び家屋につきまして、民法第９５２条に基づ

き、家庭裁判所に相続財財産管理人の選任の請求を申し立て、物件に対する新たな所有者

の出現により固定資産税の賦課を再開したい、その申立てに係る予納金、これが今回の補

正予算をお願いする理由であります。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） 下段、３項１目戸籍住民基本台帳費では、３３３万２，００

０円を追加し、３，３２２万７，０００円とするものでございます。委託料では、個人番

号カードの交付に従事する職員１名分を業務委託により配置するものでございます。備品

購入費では、戸籍等に用いる契印機の故障に伴い、既存の１台分を更新するものでござい

ます。償還金、利子及び割引料では、令和２年度中長期在留者居住地等事務委託金の実績

に伴い、受入れ差額分を返還するものでございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ページをめくりいただき、２２ページ、２３ページをお願い

します。 

 ５款２項１目農地総務費、６万円を増額し、１，５１６万６，０００円とするものでご

ざいます。特定扶養の認定に伴い、職員手当を増額するものでございます。 

 ３目湛水防除費では、６月に補正を行いました県営湛水防除事業２期地区、川先排水機

場の工事に伴い、町で施工が必要な既設排水機場の電気設備の改修に伴う工事請負費につ

きまして、公共工事の品質確保の促進に関する法律第２１条第１項に基づき、三重県土連

への委託業務となることから、工事請負費を減額し、委託料で補正を行うものでございま
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す。 

 以上でございます。 

○建設課長（黒田良人君） ページ、おめくりいただきまして、７款土木費、１項１目土

木総務費でございますが、４３万８，０００円を増額し、補正後１，３２３万７，０００

円とするものでございます。人事異動に伴う職員手当等を精査したことによるものでござ

います。 

 ２項１目道路橋梁維持費でございますが、３１９万８，０００円を増額し、補正後５，

５３３万７，０００円とするものでございます。近年繁茂の著しい町道鍋田川線沿いの竹

林について、今年度と来年度の２か年で伐採を計画しているものでございまして、まず、

今年度分といたしまして、見入地区における竹林伐採を行うための経費を計上するもので

ございます。 

 次、２目道路新設改良費、４７７万２，０００円を増額し、補正後１億３，７６２万５，

０００円とするものでございます。道路新設改良に携わる職員の人件費や職員手当につい

て、人事異動に伴い精査を行ったものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ページ、おめくりいただき、２６ページ、２７ページを

お願いいたします。 

 ８款消防費、１項３目消防施設費では、２４４万円を増額し、７１８万８，０００円と

するもので、工事請負費では防火水槽の撤去費用を、また、負担金、補助及び交付金では、

代替水利の消火栓設置に係る水道事業会計への負担金を計上するものでございます。 

 ４目水防費では、６７万５，０００円を減額し、１７万１，０００円とするもので、本

年５月２３日に開催予定でありました令和３年度木曽三川連合総合水防演習が新型コロナ

ウイルス感染症の影響により中止されたことに伴い、水防団への報酬など関係経費を減額

するものでございます。 

 ５目災害対策費では、２２０万円を追加し、２，７０５万１，０００円とするものでご

ざいます。委託料において、災害対策基本法の改正に伴い、地域防災計画などの見直しに

係る経費を計上するものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ３２ページ、３３ページまで飛んでいただきたいと思い

ます。 

 １１款１項１目予備費では、９８万４，０００円を減額いたしまして、５０９万８，０

００円とするものでございます。地方自治法の定める予備費で、この補正予算の歳入歳出

の均衡を図ったものでございます。 

 以上で一般会計補正予算（第３号）の説明とさせていただきます。 

○副委員長（古村 護君） 事務当局の説明が終わりました。 
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 御質疑の前に、ここで暫時休憩とさせていただきます。休憩は自席でお願いします。 

                            午前 ９時２０分休憩   

                            午前 ９時２３分再開   

○委員長（三輪一雅君） では、休憩を解き、委員会に戻します。 

 委員長を副委員長より、私、委員長のほうに戻させていただきます。 

 それでは、ただいま事務局の説明が終わりましたので、御質疑のある方は御発言くださ

い。なお、質疑の回数は１議題につき１人３回までとなっておりますので、御承知おき願

います。 

 それでは、御発言される方は手を挙げられ、委員長の許可に基づき発言されますようよ

ろしくお願いいたします。 

○委員（伊藤 守君） １５ページで、節の工事請負費で、これ、新しい道の日本ハムの

前の看板のことですよね。看板というか、意味を。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 新しくできました交差点に対してその交差点を示す、３

００メーター先に交差点がありますという、２３号線側についている青い看板、あと、交

差点の間際についている青い看板、これが上下線それぞれ２枚ずつ計４枚ついていると思

うんですが、その看板に対して、木曽岬町役場のほうに行けるという表示をつけさせてい

ただくというもので、新たに看板を立てるわけではなくて、２３号線のほうについている

看板に木曽岬町役場を示す文字をつけさせてもらうという工事になります。 

○委員（伊藤 守君） ２３号線沿いにつけるということね。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２３号線にある看板に。 

○委員（伊藤 守君） ある看板にくっつけるということ。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 今、矢印だけが乗っかっている看板になっているんです

けど、その矢印に対して、回ると木曽岬町役場へ行けますという案内をつけさせいただく

という工事です。 

○委員（伊藤 守君） 農免から来て２３号線にぶつかりますね。そのときの看板じゃな

いということですね。２３号線沿いにある看板のことを言っているんですね。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２３号線を走っている方に示す案内看板、青い大きい看

板、あのことです。 

○委員（伊藤 守君） ありがとうございます。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（加藤眞人君） 消防費のところで、２７ページか、消防施設費で計上されていま

すけれども、防火水槽の撤去に伴い消火栓を設置されるということですけれども、これは

どこのところでやられるというか、場所とかそういうのというのは。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 外平喜地内にあります防火水槽、いろいろと設置をして

あるんですが、民地内に設置されている防火水槽で、地権者の方から土地の利用の運用に
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対して防火水槽が支障になるということで申出を受けまして、防火水槽を撤去し、その防

火水槽の代替ということで、道路に走っている上水の水道管に新しく消火栓を設置すると

いうところで、消火栓の設置については水道事業会計に委託ということで、負担金を計上

させていただいているものでございます。 

 以上です。 

○委員（加藤眞人君） 防火水槽があるところ、これ、随時替えていくような考えで予算

を計上、今後もされていくのか、それとも今回だけの話なのか。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 消防水利については、防火水槽が設置された経緯とかと

いうのが昔からあるわけでございますけれども、社会情勢の変化とか土地の利用の変化に

よって、今の防火水槽を残していくというところが一番いいのかなというふうには担当課

としては考えているところでございますけれども、設置できるところとできないところ、

更新できるところできないところとかありますので、周りの状況とかを考えながら、消防

水利の確保には努めていきたいなというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

○副委員長（古村 護君） ２４ページ、２５ページのところの土木費の１目道路橋梁維

持費の中で、委託料３１９万８，０００円に関して、今回、町道鍋田川線に繁茂した竹林

の伐採を２か年をもって行うということで、先ほど見入地内の伐採を今年度は予定してい

るという話でしたけれども、具体的に伐採の方法というのは、全てを切ってしまうのか、

あるいは景観を保全しながらやっていくのかというところと、それから、竹林がある場所

が例えば道路のり面のところなのか、そういったところの説明を少しいただけますでしょ

うか。 

 それと、もう一個、２６ページの消防費の災害対策費の委託料関係なんですけれども、

今回２２０万円の予算計上ですけれども、地域防災計画の見直しによるものであって、財

源として県補助金１１０万円が補塡されているとは思いますけれども、地域防災計画の見

直しを上げるのが今回の９月補正で計上されたところの経緯というか、経過のところを少

しお話しいただけると助かりますけれども。よろしくお願いします。 

○建設課長（黒田良人君） 御質問いただきました竹林伐採の件の部分でございますが、

竹林伐採については、鍋田川線の道路区域ののり面、旧の鍋田川の堤防の区域のみの伐採

となっております。 

 伐採方法でございますが、根本から切ると。除根については堤を傷めますので、それは

残す形で考えています。一連の部分をきれいに切らせていただいて、見通しもよくさせて

いただくというところでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 御質問ありました２６、２７ページで災害対策費の委託
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料の地域防災計画の見直しの件でございますけれども、災害対策基本法の改正がされまし

て、今年の５月に施行されました。それに伴って避難情報が見直されたとか、近年ここ何

年かで法改正が幾つかあったことで町の防災計画のほうの中身のほうを見直しをかけたと

ころ、ちょっと古いデータもあったりとか、中身の精査も必要ということになりましたの

で、今回の９月補正に計上させていただいたものでございます。 

 以上でございます。 

○副委員長（古村 護君） 先ほどのまず道路に関してですけれども、根のほうは残すと

いうお話ですよね。であればいいんですけれども、要は、のり面が全てきれいになってし

まうと、根も取ってしまうと、のり面が随分弱くなるんだろうなと思って、この間うちか

ら見させていただいた崖の崩れとか、そういうのを見させていただいたので気にはなりま

したので、それで質問させていただきました。 

 それから、地域防災計画に関しては、先ほど言われました基本法は確かに５月に変わっ

ていますので、もう少し情報が早い段階でもし入っていればもう少し早い段階、例えば６

月のときにも補正があったのかなと思ったもんで、聞かせてもらいました。ありがとうご

ざいました。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤好博君） 先ほどの見入地区の鍋田川の竹林の伐採ですが、これは見入地区

だけの竹林の伐採ということでよろしいんでしょうか。平米的には何平米ぐらい、作業内

容はどのようなことを考えられて、今、伐採だけは聞いたんですが、その後の処理方法等、

町のお考えをお聞きしたいと思いますが、ほかのところが、鍋田川で竹林のところもあろ

うかと思いますが、その箇所は考えてみえないのか。今、見入地区ということで限定があ

ったと思いますが、そこのところをお聞かせください。 

○建設課長（黒田良人君） 竹林のエリアでございますが、まず、鍋田川線について踏査

させていただいて、どの辺りに竹林が多いのかというのをまず調査させていただきました。

大きく見入地区のところと黎明高校のグラウンドの辺りのところの２か所が非常に多いと

いうことで、まず、今年度は見入地区をして、来年度に黎明高校の辺りをやると。あと、

ところどころ点在はしておるんですけど、その部分につきましては、通常の維持管理費の

ほうで対応していこうということで考えているところでございます。 

 今年の面積でございますが、７００メーター掛ける大体７メーターの２，１００平米が

今回の伐採面積となっております。 

 あと、施工方法でございますが、先ほど御説明させていただいたとおり、根本から切っ

て除根はしないと。切った竹については、最終処分場に持っていくという形になります。 

 以上でございます。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤好博君） もう一つ、これも先ほど聞かれたところなんですが、２６、２７
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の消防施設費の外平喜の防火用水を消火栓に替えていくという話で、加藤委員も御質問も

あったんですが、あんまりはっきりした町の方向性というのが見られないような答弁でし

たんですが、これからの防火用水の維持管理の仕方、それを地区から要望があれば消火栓

に替えていくのか。それはどういう要望、どういう条件下で消火栓に替えていく、その基

本的な考え方をお知らせください。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 基本的な考え方というか、今、既存のある防火水槽は危

機管理課としては残していきたい。当然、防火水槽のほうはその場に水があるということ

で消火には有効と考えていますので、防火水槽は残していきたいというふうには考えてお

りますが、ただ、設置場所が民地に設置をお願いしているというところでもありますので、

民有地の使用状況とか利用状況によってはどうしても防火水槽が支障になるという案件が

出てこようかとは思います。ただ、残していきたい、いくというのを方針として持っては

いるんですけれども、どうしても撤去しなければならないという状況になれば、代替水利

ということで消火栓をというところにはなってこようかなというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○委員（伊藤好博君） 要は希望があればやれるということになると、やっぱりどこの土

地も防火用水というのはどこか一角が死ぬわけですので、宅地に近いところの畑なんかは

特にそうですが、宅地化の案件もあったり、そういう条件下の下で消火栓に替えていくと

か、ある程度基準的なことをしっかりしていかないと、残したい残したいというだけでは、

地主さんがもうのけてくれと言われや、嫌やと言われれば、のけんならんと。 

 何年か前に防火用水に対する用地の代金は払っておられると思うんですが、町が支払い

をされておるんですが、そういう要件もあるので、防火用水を撤去する条件というのは、

やっぱりしっかりした条件、こうでなければ駄目だよと、このぐらいの要件でないとまず

認められないよと、何とかならんかなという感じでいかないと、要望があっていくという、

残したいというだけでは説得力がないかと思いますので、そこのところをしっかりとして

おいていただきたいということをお願いしたいと思います。 

 それで、もう一つお願いします。 

 １６、１７ページの税務の賦課徴収、徴税費の中の賦課徴収費の補償費なんですが、説

明を聞いたんですが、はっきり私は理解しにくいんですが、もう一度、何で、補償費を積

むということを言われたと思うんですが、もう一度説明をお願いします。理解ができなか

ったので。 

○税務課長（藤井光利君） それでは、説明をさせていただきます。 

 これは具体的にどこかということを申し上げると、栄地内に１件、具体的な死亡の日時

を言うと、令和元年の１２月に所有者が亡くなったんです。その方は独居でして、それで、

我々としては、次、令和２年度以降、誰に賦課をするのかということで、戸籍なんかを取

り寄せて相続関係人を調査しました。 
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 まず、子どもさん、配偶者は既に亡くなっておりましたので、子どもさん方に調査して、

この物件について相続しますかしませんかということをお尋ねしました。そうしたら、子

どもさんは何人かおられたんですけど、全員が放棄しますと。順番で行くと、次、要は亡

くなった方の父母ということなんですけれども、亡くなった方もなかなか高齢でしたので、

父母は既に亡くなっていると。そうすると民法の規定によると、兄弟姉妹という形になる

んです。兄弟姉妹はたくさんおられたんですけど、全員調査をしました。それでお伺いし

たところ結果的に、一番最後の人は今年になりましたけど、放棄するということで、この

方、兄弟姉妹も全員放棄しましたということで、そうすると、固定資産税をかける対象、

要は納税通知を送る対象がいないということで、これは困ったなということもありました

し、あと、その物件、土地と家屋があるんですけれども、独居で管理する方がおられない。 

 民法上は相続放棄という手続を家庭裁判所で皆さんは取って、それが完了しているわけ

なんですけれども、相続放棄の手続を取ったからといって管理を免れるものではないとい

うふうに民法上はなっているんですけれども、実際のところ、相続人の方々はそこの場所

について実は縁もゆかりもないというところもありまして、管理をしてくれるわけでもな

いとなると、この賦課ができない状況も１つまずい状況もありますし、あと、管理人がい

ないということは、その家屋が放置することによってやがて朽ち果てる部分もあるだろう

と。 

 そうすると、いわゆる空き家問題ということも含めまして、今回、民法の規定の中に９

５２条という規定がありまして、家庭裁判所に我々が申立てをすることによって、管理人

を一度裁判所が、具体的に言えば弁護士の方に預けて、その弁護士の方が新たな所有者を

探してくれるというような格好に、ざっくり言えばそんなような手続になるわけなんです

けど、そういうのに着手していかないと、賦課ができないのもまずいと思いますし、先ほ

ど言いました空き家の管理ということも、このままほかっておくとずっと未来永劫、誰も

着手しないというような物件が残ってしまうということを、この機会に歯止めをかける。 

 これ、今いろいろ調査というか、調べましたけど、今考えられる、もちろん僕の所管の

税務課でできることの中でということですけれども、着手できる方法としては、民法９５

２条の相続財産管理人の申立てぐらいしか、この物件に対する対処がないというふうに思

いましたので、今回、四日市の家庭裁判所に申立てをするには、予納金が要ると。要は家

庭裁判所が弁護士の方にお願いするには費用がかかると。その分の予納金について予算を

認めていただいて、それを基にこの賦課を何とか再開できたらいいな。 

 それと、先ほどから申し上げている新たな所有者が出てくれば、その方が財産を管理し

ていくというようなことの可能性に一回かけて、この状況を何とか打破したいというのが

今回の予算をお願いしたということの理由であります。 

 以上でございます。 

○委員（伊藤好博君） ありがとうございました。 
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○委員長（三輪一雅君） 消防のほうは意見だけでよかったですか。 

○委員（伊藤好博君） 消防のほうはお願いだけでいいです、分かりましたので。ありが

とうございました。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第３７号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計補正予算（第１号）

についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長補佐（中里満博君） それでは、水道事業会計補正予算書を御覧ください。 

 表紙を跳ねていただきまして、議案第３７号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事

業会計補正予算（第１号）についてでございます。 

 第１条、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に

定めるところによるものでございます。 

 第２条では、収益的収支の補正予算を示しており、第１款水道事業収益では、第１項営

業収益において１７５万８，０００円を増額し、総額を５億８，４９１万８，０００円と

し、第３款水道事業費用では、第１項営業費用において１６２万８，０００円を増額し、

総額を５億９，１６１万２，０００円とするものでございます。 

 続いて、３ページを御覧ください。 

 今回の補正予算に係る実施計画となっております。 

 この詳細については、明細で説明させていただきますので、８ページを御覧ください。 

 まず、収入でございますが、１款水道事業収益、１項営業収益、３目その他の営業収益

において、１７５万８，０００円を増額し、１９９万円とするものでございます。この補

正予定額は、１か所分の消火栓設置、管路撤去に係る工事を受託するものでございまして、

その内訳は、工事費として１６２万８，０００円、事務費として１３万円となっておりま

す。 

 次に、支出でございます。 

 ３款水道事業費用、１項営業費用、３目受託給水工事費において、１６２万８，０００

円を新たに計上するものでございまして、先ほど説明させていただきました消火栓設置・

管路撤去工事費を行うものでございます。 

 戻って、４ページを御覧ください。 

 補正後の予定キャッシュフロー計算書でございますが、当該年度における現金の増減を

表したものでございます。 

 詳細におきましては、後ほどお目通しいただくこととしまして、下から３行目では資金

の増減額を示しており、令和３年度末に資金が２７万８，０００円増加し、資金期末残高
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が９億３，１４２万７，７４４円になることを示しております。 

 ５ページでは、令和３年度の事業が補正予算どおりに執行された場合の予定損益計算書

を示しております。末尾から３行目の当年度純利益では、８０５万８，２７２円の損失が

発生することを示しており、前年度からの繰越損失を含め、当該年度未処分利益剰余金は、

２２３万２，２９２円の損失になることを示しております。 

 ページをおめくりいただきまして、６ページ、７ページでございますが、令和３年度に

おける予定貸借対照表となります。 

 詳細はお目通しいただくこととしまして、６．剰余金の（２）利益剰余金のうち、（ハ）

の令和３年度末の未処分利益剰余金と、先ほど５ページで御説明させていただきました予

定損益計算書の末尾の当年度未処分利益剰余金と一致していることを御確認ください。 

 令和３年度水道事業会計補正予算（第１号）の説明は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第３８号、木曽岬町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

を議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） それでは、議案第３８号を御覧ください。 

 議案第３８号、木曽岬町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定についてでござ

います。 

 議案書でございますが、木曽岬町個人情報保護条例の一部を改正する条例を次のとおり

定めるものとするというものでございます。 

 最下段、提案理由でございますが、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に

関する法律等の施行により、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律が一部改正されたことに伴い、本条例について、所要の改正を行うものでご

ざいます。木曽岬町個人情報保護条例の一部を改正するには、地方自治法第９６条第１項

第１号の規定により、議会の議決を経る必要があることから、この議案書を提出するとい

うものでございます。 

 具体的な改正の内容でございますが、ページ、おめくりいただき、２ページの新旧対照

表を御覧ください。 

 第２５条の２におきまして、上位法令の改正に基づく文言及び引用条項を改正するもの

となっております。 

 ページ、お戻りいただきまして、改正条文の附則でございますが、施行日につきまして
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は、公布の日から施行とするものでございます。 

 以上で議案第３８号、木曽岬町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第３９号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定につ

いての所管部分を議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） それでは、議案のほうをお願いいたします。 

 議案第３９号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定について、

説明を申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計

歳入歳出決算を監査委員の意見をつけて議会の認定に付すものでございます。 

 なお、この決算認定の議案には、歳入歳出決算事項別明細書及び監査委員の意見書と、

参考資料といたしまして事務報告書をそれぞれ添付させていただいております。 

 それでは、詳細な説明を申し上げますので、別つづりの歳入歳出決算書を御覧いただき

たいと思います。 

 初めに、令和２年度の木曽岬町一般会計歳入歳出決算書、歳入のほうでございます。 

 ５ページ、６ページを御覧いただきたいと思います。 

 歳入の合計欄でございます。 

 予算現額４３億３，０６９万９，０００円に対しまして、調定額４３億５，８４７万５，

４５６円、収入済額４１億３，５７９万１，１６４円、不納欠損額１０５万３，３５０円、

収入未済額２億２，１６３万９４２円となりまして、予算現額と収入済額との比較は、マ

イナスの１億９，４９０万７，８３６円ということになっております。 

 次に、歳出でございます。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 歳出の合計でございます。 

 予算現額４３億３，０６９万９，０００円に対しまして、支出済額３９億６，６３２万

６，４３７円、翌年度繰越額２億８，３８３万７，０００円、不用額８，０５３万５，５

６３円となりまして、予算現額と支出済額との比較は３億６，４３７万２，５６３円とな

っております。これによりまして、歳入歳出差引残額が１億６，９４６万４，７２７円と

なり、このうち、歳計剰余金処分による基金繰入額を６，０００万円といたしております。 

 それでは、詳細な説明を３５ページ、３６ページの事項別明細書によりまして、所管課
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長から説明をさせていただきます。 

○税務課長（藤井光利君） それでは、３５ページから説明をさせていただきます。 

 １款町税につきましては、収入済額９億５，４５８万９，６５６円、収納率は９６．３％、

対前年度比は収入額で６４．６％であります。今後、収納対策にますます力を入れ、収納

率の向上に努めてまいります。 

 それでは、町税の内訳の説明をさせていただきます。 

 １項１目個人につきましては、現年度課税分については、収入済額は３億５８６万１，

８５２円、収納率は９８．４％、対前年度比でいいますと９９．９％ということでありま

す。滞納繰越分につきましては、収入済額、５６５万５，１０１円、収納率は３１．４％、

対前年度比１４０．３％であります。不納欠損につきましては７１万１，１８１円で、件

数は２０件、主な経緯といたしましては、地方税法に基づき、所在・財産不明により執行

停止となり、その間に５年間の時効を迎えたものであります。なお、県税を含めた賦課徴

収の概要は、備考欄記載のとおりでございます。 

 次に、２目法人、現年度課税分につきましては、収入済額６，５５１万７，１００円で

あります。収納率は９９．７％、対前年度比１１．１％です。この対前年度比においては、

令和元年度に木曽岬メガソーラーの売電収益権の売却の影響により事業所得の申告による

納税額があったこと、また、収入済額においては、法人税割が令和元年度１０月より３．

７％税率が下がったことが主な要因となっております。なお、収入済額の均等割、法人税

割の配分は、備考欄に記載のとおりであります。 

 滞納繰越分については、収入済額１６万４，４８８円、収納率は１２．５％、対前年度

比で１０９．７％です。これにつきましては、不納欠損が２５万５，４００円でありまし

て、件数は２件であります。主な経緯といたしましては、地方税法に基づき、財産なしに

より執行停止となり、その間に５年の時効を迎えたものであります。 

 次に、２項１目固定資産税、現年課税分については、収入済額は５億５９６万３，１２

０円で、収納率は９９．２％、対前年度比１００．７％です。なお、それぞれ土地、家屋、

償却資産の収入済額の明細は、備考欄に記載のとおりであります。 

 滞納繰越分については、収入済額４１０万８，９８４円、収納率は２４．４％、対前年

度比６３．０％です。不納欠損につきましては６万５００円で、件数は２件、主な経緯と

いたしましては、地方税法に基づき、財産なしにより執行停止となり、その間に５年の時

効を迎えたものであります。 

 ２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金については、収入済額１，７８３万３，７

００円で、新輪１丁目２１番地ほか、９筆のメガソーラー事業用地に対する交付金を三重

県から受け入れているものであります。 

 次に、３項軽自動車税、１目環境性能割については、収入済額６０万２，９００円で、

当面の間、三重県が徴収することになっていますので、県から徴収分の交付を受けたもの
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であります。 

 ２目種別割、現年度課税分については、収入済額は１，９３３万６，４００円で、収納

率は９８．３％、対前年度比は１０２．６％です。なお、それぞれ車種ごとの収入済額の

明細は、備考欄に記載のとおりであります。 

 滞納繰越分については、収納済額１５万７２０円で、収納率は１７．４％、対前年度比

６１．５％です。不納欠損額につきましては１万６，２６９円で、件数は３件、主な経緯

といたしましては、地方税法に基づき、所在・財産不明により執行停止となり、その間に

５年の時効を迎えたものであります。 

 次に、４項１目市町村たばこ税については、次、めくっていただきまして、３７、３８

ページを御覧ください。 

 収入済額２，７２６万６，１９１円で、対前年度比は１０１．７％です。納税義務者４

者であります。 

 次に、６項１目入湯税については、２１２万９，１００円の収入済額で、対前年度比１

６０．１％です。特別徴収義務者２者でございます。 

 次、款が変わりまして、２款地方譲与税でございます。収入済額は３，７４６万５，０

００円でございます。 

 １項１目地方揮発油譲与税でございます。９４５万２，０００円の収入済額、対前年度

比９７．９％です。これは市町村道の面積及び延長に対して譲与されたものであります。 

 ２項１目自動車重量譲与税でございます。２，７５０万５，０００円の収入済額、対前

年度比９８．９％です。これは上段の地方揮発油譲与税と併せて譲与されたもので、市町

村道の面積及び延長に対して譲与されたものであります。 

 次に、３項１目森林環境譲与税でございます。５０万８，０００円の収入済額となりま

す。これは平成元年度から譲与が始まったもので、１０分の９に相当する額が市町村に対

し交付されたものであります。 

 次に、款が変わりまして、３款１項１目利子割交付金でございます。８８万９，０００

円の収入済額、対前年度比は１０４．３％です。これは預金利子分離課税の５％について、

県から市町に交付されたものであります。 

 次に、款が変わりまして、４款１項１目配当割交付金でございます。４１３万２，００

０円の収入済額、対前年度比９４．７％です。これは株式等の配当割などに対して納めら

れた税について、県から市町に交付されたものであります。 

 次に、款が変わりまして、５款１項１目株式等譲渡所得割交付金でございます。４４８

万円の収入済額、対前年度比１８８．４％です。これは株式等の譲渡に対して納められた

税について、県から市町に交付されたものであります。 

 次に、款が変わりまして、６款１項１目法人事業税交付金でございます。１，７９９万

９，０００円の収入済額となります。これは令和２年度より交付が開始されたもので、県
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より法人事業税の収入額に対して交付率を掛けて得た額に各市町の法人税割額により案分

して得た額が交付されたものであります。 

 次に、款が変わりまして、７款１項１目地方消費税交付金でございます。１億４，３１

７万７，０００円の収入済額、対前年度比１２１．３％です。これは地方税法の規定に基

づき、県から交付額の２分の１の額を人口で、ほかの２分の１の額を従業員数で案分し、

市町に交付されたものであります。 

 次に、款が変わりまして、８款１項１目環境性能割交付金でございます。 

 ３９ページ、４０ページを御覧ください。 

 ４３７万３，４７４円の収入済額、対前年度比は２１８．５％です。これは県が徴収し、

軽自動車税の環境性能割とともに、環境性能割交付金として町に交付されたものでありま

す。 

 次に、款が変わりまして、９款１項１目地方特例交付金でございます。６１３万１，０

００円の収入済額、対前年度比で１２６．３％です。これは県から市町村民税の住宅借入

金等特別控除による減収を補塡するために市町に交付されたものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 続きまして、１０款１項１目地方交付税は、収入済額６

億４，０１８万１，０００円で、前年度に比べまして２億６，９１８万７，０００円の減

額となっております。このうち普通交付税分は、令和元年度に町内電気事業者の営業形態

の変更に伴いまして、法人町民税の大幅な増収があったことが影響いたしまして、前年度

に比べ減額となっております。特別交付税分は、令和元年度に算入されておりました地域

ＢＷＡを活用した安全安心まちづくり事業のハード整備が完了したことに伴いまして、前

年度に比べ減額となっているものでございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（黒田良人君） １１款１項１目交通安全対策特別交付金、収入済額７８万９，

０００円でございます。道路交通反則金を原資とし、カーブミラーや区画線等の交通安全

施設の整備に要する費用に対し助成される交付金でございまして、前年度比はプラス６万

２，０００円でございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ページ、おめくりいただき、４１、４２ページをお願いしま

す。 

 １３款１項３目農林水産業使用料、収入済額２０万６，７００円で、見入地区多目的共

同利用施設で利用した電気代や上下水道料を地元自治会から受け入れたものでございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（黒田良人君） ４目土木使用料、収入済額４７１万４，２２０円でございま

す。道路占用許可のうち占用料を徴収するものでございまして、主なものといたしまして、
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電柱、電話柱で１，２３６本、埋設管で８，５９１メーターなどとなっております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ６目総務使用料、収入済額は１，４４６万６，３９６円

でございます。総務政策課の所管では、庁舎使用料は、説明欄記載のとおりでございます。

また、ページをおめくりいただきました４４ページにございます行政財産目的外使用料は、

公共敷地内に設置されました電柱、電話柱、ケーブル等の占用料及び自動販売機の設置料

を計上しているものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ページ、戻っていただきまして、自主運行バス使用料で、

危機管理課所管分として、運賃収入を計上しております。 

 また、ページをおめくりいただきまして、防災センター使用料では、センターの一般利

用に係る使用料収入を計上しており、ただ、令和２年度の収入はございませんでした。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２項手数料、１目総務手数料でございます。２６２万３，９

７０円の収入済みとなっております。内容は、税務課所管の主なものといたしましては、

備考欄、税務諸証明手数料３６万５，３００円、督促手数料１１万２，６２０円、コンビ

ニ交付手数料２万７，６００円のうち、税務課所管といたしましては９００円ということ

でございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） 住民課所管では、戸籍、住民票、印鑑証明、コンビニ交付な

どの証明手数料を受け入れたものであり、内容につきましては、備考欄記載のとおりでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ４目農林水産業手数料、収入済額３，９００円で、農林水産

業手数料は、農林水産関係１３件分の証明手数料でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（三輪一雅君） 説明は続いておりますが、ここで休憩といたします。１０時２

０分に再開いたします。よろしくお願いします。 

                            午前１０時 ５分休憩   

                            午前１０時２０分再開   

○委員長（三輪一雅君） では、休憩を解き、委員会に戻します。 

 では、引き続き、４３ページ、１４款の国庫支出金からですか。説明をよろしくお願い

します。 

○建設課長（黒田良人君） ４７ページのほうを御覧ください。 

 １４款２項５目土木費国庫補助金でございます。収入済額は６，００２万３，０００円、
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収入未済額は２，３５０万円となっております。社会資本整備総合交付金でございますが、

国交省所管の公共事業などにおける補助金事業でございまして、この内訳でございますが、

西対海地和泉線などの３路線道路改良事業におきまして、５，６１２万７，０００円、補

助率は２分の１でございます。橋梁耐震などにおける点検や修繕費といたしまして３８５

万円、補助率が０．５５、住宅関係で木造耐震２件分といたしましては４万６，０００円、

補助率が０．５となっております。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ７目総務費国庫補助金は、収入済額８，９７１万５，０

００円、社会保障・税番号制度システム整備補助金は、危機管理課所管分として、マイナ

ンバーに係る中間サーバー次期システム構築経費に対する国庫補助金でございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） 住民課所管では、社会保障・税番号制度システムの整備補助

金のうち、住民基本台帳・戸籍附票システム改修費は、国外転出者のマイナンバーカード

の利用に係るシステム改修費用に対して受け入れたもので、収入未済額の８４８万９，０

００円につきましては、同事業における繰越明許に係る財源でございます。 

 下段、個人番号カード交付補助金は、地方公共団体情報システム機構、いわゆるＪ－Ｌ

ＩＳに対する事業負担金で、窓口業務などに要する事務費をそれぞれ受け入れたものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 続きまして、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金は、調定額１億６，４４９万８，０００円に対しまして、収入済額は７，９７５

万８，０００円でございます。令和２年度におきましては、各世代への生活支援対策や庁

舎内の感染対策、ＧＩＧＡスクール構想など、２４目を対象事業といたしまして実施いた

しました。このうち、体育館空調設備及び防災行政無線の更新につきましては、この２事

業に対しましては８４７万４，０００円、これを令和３年度に繰り越すものでございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） ページをおめくりいただきまして、３項委託金、２目の総務

費委託金では、収入済額３３万２，０００円でございます。住民課所管では、総務管理委

託金は、中長期在留者住居地届出等事務委託金として、外国人の住居地届出などの事務に

要した人件費などを受け入れたものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 総務費委託金は、危機管理課所管分で、自衛官募集事務

に係る委託金でございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ページのほうをおめくりいただき、５１、５２ページをお願
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いします。 

 １５款２項３目農林水産業費県補助金、収入済額４，０２０万９，２３２円、収入未済

額１，８００万円で、各種農業施策推進のための補助金で、農業総務費補助金は農業委員

会の事務運営に係る交付金、農業振興費補助金は農業経営の安定に資する補助金で、備考

欄記載のとおりでございます。林業費補助金は、みえ森と緑の県民税市町交付金で、基金

に積立てを行ったものでございます。土地改良事業費補助金は、県営湛水防除事業の事業

化に向け必要な事業計画策定に要する経費の補助金で、令和２年１２月に交付決定されま

したが、近江島排水機場及び幹線排水路の事業計画策定に伴う補助金を令和３年度へ歳出

とともに繰り越したことにより、収入未済額となっているものでございます。地籍調査事

業費補助金は、近江島及び上和泉地区で実施しました地籍調査事業の補助金で、また、多

面的機能支払事業交付金は、農地の維持や資源の向上、長寿命化等、地域の共同活動や地

域資源の適切な保全管理の推進に対する交付金でございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ４目土木費県補助金、収入済額は２万５，６００円でご

ざいます。 

 ページおめくりいただきまして、土地取引規制等対策費補助金２，０００円は、備考欄

記載のとおり、国土利用計画法に定める土地取引の規制に関しまして、市町が行うとされ

ている経由事務に対しまして新たに支払われた交付金でございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（黒田良人君） 建設課所管分でございますが、木造住宅耐震診断等住宅費補

助金２万３，６００円でございます。木造住宅の耐震診断２件に対する県補助金でござい

まして、補助率は４分の１でございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ５目消防費県補助金は、収入済額２９９万５，１４５円。

消防費県補助金は、防災ガイドブックの日本語版の印刷、外国語翻訳及び印刷、防災講演

会に対する補助金として受け入れたものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 地震対策緊急促進事業費補助金、収入済額は２０２万２，

１４５円で、海抜ゼロメートル地帯に対する津波避難対策費補助金といたしまして、平成

２９年度以降の防災事業債の償還金に対する補助金でございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） ６目総務費県補助金では、収入済額８万５，０００円でござ

います。消費者行政推進交付金は、消費者行政費の啓発事業に係る補助金でございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ３項１目総務費委託金、収入済額は１，５００万３，９
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５５円でございます。総務費委託金９０万１，０００円は、備考欄記載のとおり、三重県

からの委譲事務に係る交付金でございます。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２節徴税費委託金でございます。１，１３６万１，９５５円

の収入済額となっております。これは県から県税徴収事務委託金として、県民税徴収取扱

費算定に係る納税義務者数に１名３，０００円を掛けた金額を受け入れたものでございま

す。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 統計調査委託金は、７つの指定統計調査事務などに係る

委託金でございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（黒田良人君） ５目土木費委託金でございますが、収入済額１万３，０００

円でございます。建築確認申請受託業務、受付業務１件分の受託事務でございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） １６款財産収入、収入済額は１，５６３万５，６５０円

でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１項１目財産貸付収入は、収入済額７３７万６，３

４７円でございます。町有地の貸付収入で、主なものは、スーパータチヤへの敷地賃借料、

そのほかは、職員駐車場の利用料、商工会館、駐在所等の普通公共施設の貸付使用料でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○会計管理者（山田克己君） 次、２目の利子及び配当金では、収入済額８２５万８，５

８３円で、町の一般会計が保有しております１９の基金から発生した利子及び配当金でご

ざいます。備考欄にそれぞれの基金の利息を記載しております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２款２項１目物品売払収入は、収入済額７２０円で、備

考欄記載のとおりでございます。 

 １７款寄附金、収入済額１億４８０万６，０００円でございます。 

 ページおめくりいただきまして、１項１目一般寄附金、収入済額は１億３８０万６，０

００円で、ふるさと応援寄附金でございます。 

 ４目の教育費寄附金、収入済額は１００万円で、夢とふれあい教育基金への指定寄附金

をいただいたものでございます。 

 １８款繰入金、１項３目土地取得特別会計繰入金は、収入済額２６３万９２８円で、土

地取得特別会計で保有する土地の貸付料等を一般会計に繰り入れたものでございます。 

 ２目財産調整基金繰入金は、収入済額４億８，４５０万円で、続く、４目減債基金繰入
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金は、収入済額８，１００万円でございます。それぞれ地方交付税収入額の大幅な減額に

より、基金に財源を求めたものでございます。 

 １２目ふるさと応援寄附金基金繰入金、収入済額は１億１，０００万円でございます。

ふるさと応援寄附金として頂きました指定寄附金に社会福祉施設改修事業の財源を求めた

ものでございます。 

 １９款１項１目繰越金、収入済額は７，７５１万３，６５１円で、備考欄記載のとおり

でございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２０款１項１目延滞金でございます。延滞税額の延滞金とし

て、１４６万５，７３２円を受け入れたものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２項１目町預金利子、収入済額は２万１，４７６円で、

歳計現金預金の利子でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ３項１目農林水産業費受託事業収入、収入済額１１６万６，

９００円で、次ページの１節から３節まで、各種事務に要する受託金で、備考欄記載のと

おりでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２目総務費受託事業収入、木曽岬干拓排水機等運転管理

業務受託事業収入で、収入済額は１，１５０万１，０００円でございます。 

○建設課長（黒田良人君） ３目土木費受託事業収入、５８８万７１０円でございます。

国交省からの受託事業でございまして、木曽川堤防のり面約６万平米の除草に係る費用で

ございます。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） ４項２目弁償金でございます。収入済額１万３，９００円で、

うち税務課所管といたしましては、原動機付自転車標識亡失弁償金として、１，８００円

を受け入れたものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ５目雑入、収入済額２，５２２万１，９９４円でござい

ます。団体支出金は、危機管理課所管分で消防団活動の安全性を高めるための装備品購入

に対する助成金を受け入れたものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 下段、雑入は、収入済額２，０７８万６，９２１円でご

ざいます。主なものを申し上げます。総務政策課所管部分では、三重県市町村振興協会交

付金といたしまして、ハロウィンジャンボ宝くじの配分金３８０万１，１４７円を計上し

ております。下から５行目の雇用保険料といたしましては、会計年度任用職員、再任用職

員の自己負担分を計上しております。１つ飛びまして、三重県市町職員互助会公益事業助
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成金６００万円は、防災行政無線デジタル化更新工事の財源として支援を受けたものでご

ざいます。 

○産業課長（多賀達人君） 産業課所管分は、ふれあい農園利用料で、２４区画利用いた

だいております利用料１４万４，０００円でございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ページをおめくりいただきまして、２１款町債でござい

ます。収入済額２億３，０１０万円でございます。 

 ２目土木債の一般単独事業債５００万円は、町道富田子・間崎線等の舗装修繕工事、公

共事業等債は３，６９０万円で、町道田代・小学校線の避難路整備事業、防災・減災国土

強靱化緊急対策事業債１，８００万円は、備考欄記載のとおり、雁ヶ地・福崎線道路改良

工事のそれぞれ充当財源として借り入れたものでございます。 

 ３目総務債の臨時財政対策債６，２５０万円は、国の制度改正で地方財源の収入不足分

を補うための地方債で、この分の償還金は地方交付税に算入されるものでございます。一

般単独事業債３，２９０万円は、防災行政無線デジタル化更新工事の充当財源として借り

入れたものでございます。減収補塡債５００万円は、新型コロナウイルス感染症の影響に

よる景気の悪化に伴う地方消費税収入の減収を補うための地方債でございます。 

 ４目教育債の教育・福祉施設等整備事業債１，６７０万円及び防災・減災国土強靱化緊

急対策事業債２，７５０万円は、備考欄記載のとおり、それぞれの事業に対する充当財源

として借入れを行ったものでございます。 

 ５目農林水産事業債、公共事業債９１０万円、防災・減災国土強靱化緊急対策事業債１，

６５０万円は、それぞれ県営湛水防除事業の財源として借り入れたものでございます。 

 歳入の詳細説明は以上でございます。 

 引き続き、６３ページから歳出の説明を申し上げます。 

○議会事務局長（平松孝浩君） それでは、６３ページ、６４ページを御覧いただきたい

と存じます。 

 歳出の事項別明細書でございます。 

 １款１項１目議会費では、町議会議員８名の議員報酬・手当並びに事務職員２名の人件

費が主な支出となっております。その他の支出では、需用費において、年度中に４回発行

いたしました議会だよりの印刷製本費、委託料における議場放送設備保守委託料や会議録

作成に関する委託費、また、６６ページに渡っていただきまして、負担金、補助及び交付

金では、議長会負担金、北勢５町議会議長会負担金が主な支出でございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ６５ページ、６６ページをお願いいたします。 

 ２款総務費、支出済額は８億２，３６５万２，４４９円でございます。 

 １項１目一般管理費は、支出済額２億２，８７８万７，９９４円、不用額は２７９万６，
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０００円でございます。この科目では、地方公共団体の業務全般の管理事務費、共通経費

を支出しております。主に報酬から共済費までは、会計年度職員２名、特別職２名、総務

部門職員１２名の人件費を計上いたしております。 

 ページ、おめくりいただきまして、報償費は、ふるさと応援寄附金に対する返礼品に要

する費用と、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の対象事業として実施い

たしました高校生世代に対しての町独自の商品券を配布するための経費を計上しているも

のでございます。委託料でございます。主なものは、５行目の業務委託料の１，５８１万

７，２３６円、こちらは、ふるさと納税ポータルサイトへの事務運営委託料や財務会計シ

ステムの改修委託料を計上しております。 

 次のページの上から２行目、町例規集追録委託料は、システムのサポート料のほか、例

規の追録作成費用とデータの更新費を計上しているものでございます。その他につきまし

ては、備考欄記載のとおりでございます。 

○議会事務局長（平松孝浩君） 次に、２目文書広報費では、需用費で毎月２，２００部

発行しております町広報紙の印刷に要する経費、役務費では、広報紙を企業等への郵送に

要する通信運搬費などを支出しております。 

 以上でございます。 

○会計管理者（山田克己君） 次に、４目会計管理費では、支出済額６９万８５２円でご

ざいます。１０節需用費と次のページ１１節の役務費において、会計事務及び決算に要す

る事務経費を支出したものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ５目財産管理費、支出済額は１億４，７０５万６，１５

９円でございます。この科目では、一般会計が管理いたします町有財産、役場庁舎等の施

設、土地及び基金等の管理経費を計上している科目でございます。主なものを申し上げま

すと、需用費では、庁舎管理の電気、水道等、光熱費、空調設備の燃料費などを計上して

おります。委託料の中の保守委託料は、庁舎の空調機器や自動ドア、消防設備類の保守委

託料を計上しているものでございます。庁舎管理委託料は、庁舎の法定で定められました

環境衛生管理業務のほか、日常清掃業務や庁舎から発生いたしましたごみなどの廃棄物運

搬業務を計上しているものでございます。工事請負費では、新型コロナウイルス感染対策

といたしまして、アクリルパネルを庁舎窓口に設置した費用６４万４，６００円を計上い

たしております。また、備品購入費におきましては、非接触式の体温計、顔認証の体温測

定機、足踏み消毒ポンプスタンドなど、感染対策に要する備品に要する経費を計上してい

るものでございます。積立金では、町が保有いたします各基金への積立金を計上しており

まして、ふるさと応援寄附金には新たな積立てと利息を、また、他の基金には、利息を積

み立てたものでございます。 

 ページ、おめくりいただきまして、６目企画費、支出済額は１，０８６万１，７５０円
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でございます。この科目では、町の特定課題の対策や総合企画業務、各課の事業調整に要

する経費を計上しているものでございます。主なものは、委託料では、業務委託料といた

しまして、職員１５名で構成をされました人口減少対策プロジェクト会議の運営支援業務

及び第２期木曽岬町総合戦略の策定支援業務に要する経費を計上いたしております。負担

金、補助及び交付金では、備考欄記載のとおり、関係協議会への負担金を計上しているも

のでございます。 

 続く、７目木曽岬干拓事業推進費、支出済額は１，０９６万２，５９０円でございます。

木曽岬干拓地に関連する経費を支出している科目でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） ９目消費者行政費では、支出済額８万９，２１０円でござい

ます。この科目では、消費者生活の安全安心を図るため、啓発チラシ、啓発物品などの作

成費用を支出しております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） １０目諸費、支出済額は３６１万３，３７０円でござい

ます。区長会、行政相談、公平委員会に要する経費を計上する科目で、詳細につきまして

は、備考欄記載のとおりでございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ページ、おめくりいただき、７５ページ、７６ページを

お願いいたします。 

 １２目高度情報処理対策費、支出済額５，８５１万１，３７５円、不用額１万９，６２

５円。この科目では、総合情報処理などに係る経費を支出しており、主なものとしまして

は、情報処理に係る機器やシステムの保守点検、中間サーバーを利用するための経費など

として、地方公共団体情報システム機構、通称Ｊ－ＬＩＳへの交付金などでございます。 

 １３目交通安全対策費、支出済額４７万４，７７９円、不用額４万２２１円でございま

す。この科目では、交通安全の啓発活動に係る費用を支出しており、主なものとしまして

は、街頭指導を行っていただいている委員の方々への謝礼金や交通安全啓発物品の配布に

要する費用など、交通安全対策に関する費用でございます。 

 １４目自主運行バス運行事業費、支出済額４，２１８万９，６１９円、不用額２８万８，

３８１円。この科目では、自主運行バスに係る経費を支出しており、主なものとしまして

は、次のページになりますが、株式会社セントラルサービスに委託しております自主運行

バスの運転管理に係る経費や２年度から通常運行に使用しているリース車両３台の車借上

料などで、その他につきましては、備考欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） １５目町制記念事業費、支出済額は４１３万８，６３２

円でございます。町制施行３０周年記念誌に係る編集委託及び印刷に係る経費を計上して

いるものでございます。 

 以上でございます。 
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○危機管理課長（伊藤雅人君） １６目防犯対策費、支出済額１，１８２万８，２９１円、

不用額は８３万６，７０９円でございます。この科目では、防犯対策に係る経費を支出し

ており、主なものとしましては、安全灯などの電気代や修繕料、地域ＢＷＡを活用したみ

まもり・防犯対策安心サービスに係るセンサーの電気代やシステム利用料などでございま

す。 

 １８目地域ＢＷＡ事業費、支出済額７１９万４，０００円、不用額はゼロ円であります。

町内４か所に設置されている基地局の維持管理経費相当分の負担金でございます。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２項１目税務総務費、支出済額は４，４３９万４，３３３円、

不用額は９０万３，６６７円でございます。こちらでは税務行政の経常経費を支出する科

目ですが、主な支出につきましては、一般職員６名分及び会計年度任用職員１名分の人件

費が主なものでございます。ほかのものは備考欄記載のとおりでございます。 

 ８０ページを御覧ください。 

 ２目賦課徴収費、支出済額は２億１，２５６万３，０９９円、不用額が１０５万９０１

円でございます。こちらでは町税の賦課徴収に係る経費を支出しているものですが、主な

支出につきましては、１２節の委託料で、課税収納に係る電算委託料及び滞納を管理する

システムの電算事務委託料によるものや、固定資産税課税のための地番図、家屋図などの

修正業務の委託などの経費を、２２節償還金、利子及び割引料では、過誤納付還付金とし

て、令和元年度の木曽岬メガソーラーの法人事業決算による納税額と中間納付がありまし

て、前期決算額の半額が中間納付されましたが、実際の当期決算額との差額により１億７，

８００万円の返還が生じたことによる決算額となったものであります。ほかのものは備考

欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） ３項１目戸籍住民基本台帳費では、支出済額２，５９３万５，

５９０円でございます。この科目では、住民基本台帳や戸籍、マイナンバーカードなどの

管理、発行等に係る経費を支出しており、その主なものといたしましては、ページ、めく

っていただきまして、委託料のシステム等改修委託料は、国外転出者のマイナンバー利用

に要するもの、住民ネットワークシステム委託料、総合戸籍・除籍システム委託料、証明

書等コンビニ交付サービスシステム委託料は、住基や戸籍情報の管理、発行に要するもの

となります。負担金、補助及び交付金では、個人番号カード等事務委託交付金は、地方公

共団体情報システム機構、いわゆるＪ－ＬＩＳにカード等の作成に関するものを委任した

ものでございます。なお、マイナンバーカードの年度末現在での交付枚数は、前年度より

８０４枚増加した１，６９１枚で、その交付率は２７％となっております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ４項選挙費、支出済額は４３４万３，６９３円でござい
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ます。 

 １目選挙管理委員会費では、選挙管理委員会の運営経費と選挙人名簿登録に関わる経費

を計上しております。 

 続く、２目選挙啓発費では、選挙制度の啓発・普及活動に要する経費を計上しておりま

す。 

 ５目町長・町議会議員選挙費では、令和３年の４月２５日に執行されました町長・町議

会議員選挙の準備等に要する経費を計上しておりまして、それぞれの詳細につきましては、

備考欄記載のとおりでございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ８５ページ、８６ページをお願いいたします。 

 ５項統計調査費、２目指定統計調査費、支出済額２６６万１，２３７円、不用額２，７

６３円。この科目では、指定統計調査に係る調査員報酬や調査に必要な消耗品代などを支

出しているものでございます。 

 以上でございます。 

○議会事務局長（平松孝浩君） 次に、６項１目監査委員費では、監査委員２名の報酬、

事務補助員１名に係る委託経費が主な支出でございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ページをおめくりいただき、１１７、１１８ページをお願い

します。 

 ５款１項１目農業委員会費は、支出済額３０３万８，１９８円で、農業委員会の運営に

要した費用を支出したもので、報酬では、農業委員会委員９名と農地利用最適化推進委員

５名の委員報酬、次ページの委託料では、農地の集積・集約化を推進するため農地情報を

公開するシステム、通称全国農地ナビが整備されておりますが、全国農地ナビで照合可能

なファイルを出力するための基幹系システムの改修に伴う委託業務で１２８万７，０００

円を支出しており、その他、備考欄記載のとおりでございます。 

 ２目農業総務費は、支出済額３，９８４万４，４７７円で、農業行政全般に係る共通経

費を支出したもので、２節給料から４節共済費は職員３名分の人件費、積立金では、みえ

森と緑の県民税市町交付金及び次ページの森林環境譲与税を基金に積み立てたもので、そ

の他、備考欄記載のとおりでございます。 

 ３目農業振興費は、支出済額６８５万４，０４１円で、この科目は、農業振興のための

普及事業や農地の利用集積等に係る経費を支出したもので、報酬では３名分の委員報酬、

負担金、補助及び交付金のうち園芸作物振興補助金は、トマト部会や温室部会への補助金、

経営所得安定対策等推進補助金は、地域再生協議会への事務費及び全国農地ナビの整備に

伴う新たな水田情報システムの導入に要する経費等を支出しており、その他、備考欄記載

のとおりでございます。 

 ４目需給調整推進対策事業費は、支出済額３７２万４，６１０円で、米の需給調整の事



 - 30 - 

務的経費や補助に要する経費を支出したもので、負担金、補助及び交付金の需給調整推進

対策補助金では、麦や加工用米等の転作に対する補助金でございます。 

 ５目農業者年金費では、支出済額５万４，０９３円で、農業者年金に係る事務費を計上

したもので、次ページの備考欄記載のとおりでございます。 

 ６目地域農政推進対策事業費につきましては、支出済額１８万１，９６６円で、農業に

興味を持つ新たな人づくりや農政の管理事務経費を支出したもので、委託料は、農業教育

支援を農協青壮年部に委託している経費で、その他、備考欄記載のとおりでございます。 

○建設課長（黒田良人君） ７目農業集落排水事業費、支出済額３，５４２万３，０００

円でございます。農業集落排水事業特別会計への財源補塡をするため一般会計から繰り出

すものでございまして、昨年度と比べまして１，６７４万６，０００円の減額でございま

す。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ８目産業文化祭費は、ふれあい広場が新型コロナウイルスの

感染拡大している状況を鑑み中止されたことから、支出がなかったものでございます。 

 ２項１目農地総務費は、支出済額１，４５３万９，３５９円で、農地行政に係る経費を

支出したもので、２節給料から４節共済費は職員２名分の人件費で、その他、備考欄記載

のとおりでございます。 

 ページ、おめくりいただき、１２５、１２６ページの２目土地改良費では、支出済額２，

９３６万３，２００円で、農業基盤整備として取り組んでいます各種事業の支出で、報償

費は４名の地籍調査事業推進委員の報償費、備考欄下段でございますが、地籍調査事業委

託料は、平成２６、２７、令和元年度に実施しました地籍調査事業の認証事務支援業務と

近江島地区及び上和泉地区で実施した地籍調査事業でございます。また、負担金、補助及

び交付金の多面的機能支払事業費負担金は、農地の維持、保全のため、町内１６地区と１

組織の取組に対する負担金で、その他、備考欄記載のとおりでございます。 

 ３目湛水防除費では、支出済額４，５７１万３，７４０円で、この科目、県営湛水防除

事業に要した支出で、委託料では、県営湛水防除事業の事業化に向け、土地改良法第８５

条に基づき作成が必要な事業計画で、近江島排水機場及び中央幹線排水路の事業化に向け

た計画策定でございます。また、負担金、補助及び交付金は、県営湛水防除事業の町事業

費負担金や木曽岬町土地改良区への排水機場維持管理補助金でございます。 

 ４目地域用水機能増進事業費では、支出済額１０８万４，０６５円で、中央幹線排水路

沿いの遊歩道やポケットパーク２か所の維持管理経費で、備考欄記載のとおりでございま

す。 

 ３項１目水産業振興費では、支出済額１１６万円で、水産業の振興のための経費で、負

担金、補助及び交付金は、漁業協同組合補助金や養鰻組合活動助成金で、備考欄記載のと

おりでございます。 
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 ６款１項、ページをおめくりいただき、２目商工振興費は、支出済額９２３万３，７９

８円で、負担金、補助及び交付金は、町商工会運営補助金のほか、三重県新型コロナウイ

ルス感染症拡大阻止協力金では、新型コロナウイルス感染症拡大を阻止するために三重県

が行った休業要請依頼に全面協力していただいた中小企業、小規模事業者に対して、県と

市町が協調して１事業所当たり５０万円の協力金のうち町が負担します２５万円、交付件

数１９件、合計４７５万円を交付したもので、その他、備考欄記載のとおりでございます。 

 ３目観光費では、支出済額６９０万５，７５７円で、町の観光資源であります町道鍋田

川線桜並木の消毒作業や剪定・伐採作業のほか、町観光協会への補助金が主な支出で、備

考欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（黒田良人君） ７款１項１目土木総務費、支出済額１，２２５万９９９円で

ございます。土木建設事務に係る経費でございまして、主なものといたしまして、建設課

１名分の人件費、ページ、めくっていただきまして、１２９、１３０ページでございます

が、使用料及び賃借料でございますが、土木積算システムの使用料、また、土木積算デー

タの使用料、それはセットになりますが、この２つの使用料が主なものでございます。そ

の他については、備考記載のとおりでございます。 

 ２項１目道路橋梁維持費でございますが、支出済額４，７６５万１，８００円、繰越明

許費１，１３０万円、不用額２５９万６，２００円で、道路や橋梁の維持管理に係る経費

でございます。主なものといたしまして、委託料でございますが、測量設計業務委託費の

中で、３３橋分の橋梁点検に要した費用をここで計上しております。 

 道路等管理作業委託料でございますが、町道の除草作業や街路樹の剪定、路面清掃に要

した費用でございます。 

 工事請負費でございますが、交通安全施設整備工事及び道路交通安全設備修繕工事にお

きましては、カーブミラー、区画線、看板といった交通安全施設の設置や修繕を行ったも

のでございます。 

 舗装等修繕工事におきましては、鍋田川線、富田子・富島線における舗装修繕工事、ま

た、その他、舗装の割れ等、部分的な修繕を行ったものでございます。 

 橋梁維持修繕費、維持補修費でございますが、橋梁３橋分の修繕工事を行ったものでご

ざいます。 

 ページをおめくりいただきまして、１３１ページ、１３２ページでございますが、負担

金、補助及び交付金でございますが、県道に設置された照明灯９３基の電気代相当を地元

自治会に補助したものでございます。 

 次、２目道路新設改良費でございますが、支出済額１億４，６７９万３，８７８円、繰

越額が３，０００万円、不用額が７８３万１，１１２円となってございます。新たな道路

や橋梁の整備に要する経費でございまして、主なものといたしまして、委託料でございま
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すが、雁ヶ地・福崎線道路改良工事に伴う道路標の設置、境界標の設置を行ったものでご

ざいます。あとは、工事請負費でございますが、町道田代・小学校線避難路整備事業工事

や西対海地・和泉線及び雁ヶ地・福崎線などの道路改良工事にかかった費用でございます。

その他は備考記載のとおりでございます。 

 ３項河川費、１目河川総務費でございますが、収入済額が５７１万７，２８８円でござ

います。河川行政に係る経費を支出するものでございます。主なものといたしまして、ペ

ージをおめくりいただきまして、１３３ページ、１３４ページになりますが、木曽川堤防

除草委託業務、これは国交省から受託した木曽川堤防の除草業務に対して、シルバー人材

センターや沿川自治体へ再委託した費用でございます。負担金、補助及び交付金でござい

ますが、木曽川など直轄河川事業の整備促進を求める同盟会などの負担金でございます。

その他は備考記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ４項１目都市計画総務費、支出済額は１４万７，２６４

円でございます。この科目は、都市計画行政に関わる経費の支出をしているものでござい

まして、詳細は備考欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（黒田良人君） ２目都市下水費、支出済額７２万８，２８０円でございます。

主なものといたしまして、委託料でございますが、水路敷の草刈りをシルバー人材センタ

ーなどに委託した費用でございます。工事請負費につきましては、富田子地区の水路の修

繕工事にかかっておる費用でございます。 

 ３目下水道事業費でございますが、支出済額２億１，１５５万円でございます。公共下

水道事業特別会計の財源補塡を行うため、一般会計から繰り出したものでございます。昨

年度に比べて２，２８１万円の減額となっております。 

 次、５目公園費でございますが、支出済額８０１万２，５０４円でございます。都市公

園や児童公園などの建設課所管の３３公園に係る管理費用でございます。主なものといた

しまして、需用費でございますが、各公園の電気代や上下水道料金といった光熱費でござ

います。あと、委託料でございますが、都市公園管理委託料につきましては、グルービー

パークにおける管理委託料、その他で、小さい児童公園の遊具保守点検や便所等の清掃業

務、樹木剪定や草刈り等の費用を計上しております。工事請負費につきましては、遊具の

保守点検結果に基づき修繕を必要となったものに対して、修繕工事を行ったものでござい

ます。その他は備考記載のとおりでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１３５ページ、１３６ページでございます。 

 ５項１目住宅管理費でございますが、支出済額４４１万１，０８２円でございます。住

宅関係の費目でございまして、木造住宅の耐震化や空家等の対策に関する経費でございま

す。報酬費でございますが、空家対策委員会における委員会の報酬費でございまして、委



 - 33 - 

員５名、協議会３回掛ける１人当たり６，０００円ということで、９万円を計上しており

ます。あと、委託料でございますが、昨年度策定いたしました空家対策等計画における支

援業務事業、あと、耐震診断委託といたしまして、木造住宅２件分の耐震診断を委託した

費用を計上しております。その他は備考記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ８款消防費、１項１目常備消防費、支出済額８，６９６

万１，４５９円。この科目では、常備消防を広域事務として桑名市に事務委託を行うため

の桑名市消防本部及び長島木曽岬分署における事務委託経費でございます。 

 ２目非常備消防費、支出済額８５７万７，１５２円。この科目では、消防団員の活動経

費を計上しておりまして、主なものとしましては、消防団員の訓練及び火災時の出動報酬

や新基準等の活動服の購入経費など、消防団及び消防団に係る経費を支出しているもので

ございます。 

 ページ、おめくりいただきまして、３目消防施設費、支出済額５０９万７，３２５円。

この科目では、町が管理している消防水利施設の維持管理や施設整備に要する経費を支出

しており、各分団のポンプ車両の維持修繕費や消防団員の機械器具点検に係る委託料、消

防車格納庫の塗装工事に係る費用でございます。 

 ４目水防費、支出済額３０９万５，７２０円。この科目では、水防活動に要する経費を

支出しておりますが、加路戸水防倉庫の電気代や水防倉庫の火災保険料、次のページにな

りますが、危機管理課で所管する公用車の購入経費などでございます。 

 次、１３９、１４０ページでございます。 

 ５目災害対策費、支出済額５，６９７万６，２６３円。この科目では、災害予防、災害

対策に係る経費を支出しており、防災指導員１名に対する報酬、備蓄非常食や簡易ベッド

や間仕切り、簡易トイレなどの購入費や防災ガイドブックの印刷代、委託料では、防災ガ

イドブックの翻訳業務などを支出しております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ページを１６３ページまで飛んでいただきたいと思いま

す。 

 １０款の公債費でございます。 

 １項１目元金、支出済額は２億７４５万２，３９４円で、起債の５４件分の定期償還の

元金で、昨年度に比べますと２，１６４万円ほどの減額となっております。 

 ２目利子、支出済額は１，１３６万４，６９６円で、起債６６件分の償還利息でござい

ます。 

 １１款予備費でございます。備考欄に記載の科目にそれぞれ予算の充当を行ったもので

ございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１６７ページをお願いいたします。 
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 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額が４１億３，５７９万１，１６４円、歳出総額が３９億６，６３２万６，４３

７円、歳入歳出差引額１億６，９４６万４，７２７円となりました。このうち翌年度へ繰

り越すべき財源が（２）の繰越明許費繰越額といたしまして、５，４１４万２，０００円

でございますので、実質収支額は１億１，５３２万２，７２７円となりました。この実質

収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額を６，０００万円、歳

計剰余金処分とさせていただきまして、令和２年度の決算とするものでございます。した

がいまして、令和３年度への繰越額は５，５３２万２，７２７円となります。 

 実質収支の説明は以上でございます。 

○会計管理者（山田克己君） それでは、１６８ページからの財産に関する調書について

説明させていただきます。 

 まず、１の公有財産の（１）土地及び建物の面積につきましては、令和２年度中の増減

はございませんでしたので、前年度末と同様に、決算年度末の土地の延べ面積は１３万６

３８．５７平米と建物の延べ面積は２万９，７１３．０１平米となっております。 

 めくっていただきまして、１６９ページをお願いします。 

 （２）の出資による権利については、４団体に出資しておりまして、決算年度末現在高

は前年度末と同額で変更はございません。 

 （３）の出捐金については、１０団体に出捐金として資本拠出しているもので、中段辺

りの公益財団法人三重県北勢地域地場産業振興センターにつきましては、昨今の新型コロ

ナウイルス感染拡大による経営状況の悪化などから、出捐金の一部１万５，９１７円が令

和２年度中に取り崩され、年度末現在高は６万４，０８３円となっており、当団体は令和

３年度末をもって解散を予定しているということでございます。その他の団体の出捐金に

ついては変更はございませんので、決算年度末現在高の合計は１，２３８万２，７８３円

となりました。 

 次に、１７０ページの２の物品のまず（１）物品（車）につきましては、中段ほどの下

の乗合い自動車につきましては、自主運行バスの車両リース化に伴い、マイクロバス４台

中３台を廃止しました。また、その下の特殊用途自動車のうち水防用緊急自動車について

は、車両更新に伴う買換えを行ったことから、年度末の合計現在高は２７台となりました。 

 次に、（２）物品（その他）につきましては、取得価格１００万円以上の備品を計上し

ており、変更点につきましては、１６番のちゅう具類において、給食センターの食器洗浄

機の買換えを行っております。変更点はこの機器の買換えのみでございますので、決算年

度末現在高の合計は、前年度末と同様の３２台となっております。 

 次に、めくっていただきまして、３、基金について説明させていただきます。 

 町の一般会計が保有する基金は、基本財産基金から、めくっていただきまして、１７３

ページの森林環境譲与税基金までの１９の基金となります。年度中に変動のあった主なも
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のといたしましては、前のページの１７１ページに戻っていただきまして、２段目の減債

基金においては、起債の償還金に充てるため８，１００万円の取崩しを行いました。また、

４段目の財政調整基金については、前年度の歳計剰余金の積立てとして、額面７，０００

万円の国債の購入や財政補塡のため４億８，４５０万円の取崩しを行いました。 

 めくっていただきまして、１７３ページの１段目のふるさときそさき応援基金について

は、延べ６，６４２件の寄附金があり、金額として１億３８０万６，０００円を決算年度

中に積み立てております。また、社会福祉施設のふれあいの里の改修工事費として１億１，

０００万円の取崩しを行っております。３段目のみえ森と緑の県民税市町交付金基金につ

きましては、県からの補助金を積み立てたものでございます。また、次の森林環境譲与税

基金についても、年度中の森林環境譲与税を積み立てたものでございます。 

 以上が基金の主な状況でございます。 

 最後に、４、債権につきましては、修学奨学金の貸付でございますが、決算年度中の貸

付額は１０２万円の増額となり、貸与の総額は１，１０６万円となりました。決算年度末

で１９名の方に貸付を行っております。 

 以上が財産に関する調書の説明でございます。 

 以上で議案第３９号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて、所管部分について説明を終わります。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

○委員（後藤紀子君） １３６ページの住宅管理費のところなんですけど、勉強不足で申

し訳ないんですけど、空家対策協議委員会委員というのは何をしていらっしゃるところな

んでしょうか。 

○建設課長（黒田良人君） 昨年度、空家の対策の計画、全員協議会でも御説明させても

らったと思うんですけど、その内容について、識者からの意見を聞いて策定をするわけな

んですが、その識者と中身について御審議いただく、そういった委員様でございます。 

○委員（後藤紀子君） 審議をする。 

○建設課長（黒田良人君） はい。 

○委員（後藤紀子君） 分かりました。ありがとうございます。 

 以上です。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

○副委員長（古村 護君） それでは、まず、歳入関係５７ページをお願いしたいと思う

んですけれども、一般寄附金、ふるさと応援寄附金として１億３８０万６，０００円、先

ほど件数として延べ６，６４２件あったということですけれども、基金の条例の施行規則

では、第３条で事業については１号から７号まで定められている。また、第４条では、寄

附者は寄附金の使途を次に掲げる、先ほど言ったものに掲げる指定して寄附することがで



 - 36 - 

きるとなっておりますので、そういった指定をされて寄附された方はみえるのか、もしそ

の件数が分かればと思います。 

 というのは、その下の、これも同じく５７ページですけれども、基金繰入金で、先ほど

ふるさと応援寄附金基金繰入金として１億１，０００万円、これは財源の充て先としては

社会福祉施設の改修の財源に充てるということで話がありましたので、先ほど言った第３

条の事業区分で行く、例えば３号の防災対策とか、４号の教育の充実とか、５号の環境の

保全とか、６号の産業振興、これらについては先ほどの社会福祉施設の改修には当たって

こないかと思うので、それらの財源は充てられていないだろうなという確認がしたかった

んです。 

 それと、あと、歳出なんですけれども、歳出では、これは７１ページになるんですけれ

ども、財産管理費なんですけれども、財産管理の中で先ほど説明もあった１６３ページの

予備費のほうから２４０万５，０００円が充当されている。この充当されている、他にも

もちろん社会福祉施設にあるんですけれども、今回は総務の関係だけを見ていますけれど

も、充当される場合の、例えば同じ款項の中で流用はできなかったのかなというのと、ま

た、補正予算や専決処分などで議会の承認を得る必要はなかったのかなということ、それ

と併せて、用語なんですけれども、充用ではなしに充当を使われたところの用語の説明を

少しいただければと思いますが。よろしくお願いします。 

○総務政策課長（小島裕紹君） まず、１点目のふるさと応援寄附金の用途の関係でござ

いますが、ふるさと納税を納めていただく際にこの項目のどれにということを選んでいた

だきますので、選んでおる件数とすれば全件になります。ただ、町全般に関わることとい

うことにチェックを入れていただく方もみえますし、福祉にとか、教育にとか、それぞれ

ありますので、そこら辺りは、個々の件数については今把握していませんので、申し訳な

い。おっしゃっていただいたように、福祉のほうに充てる財源は、当然のことながら福祉

以外のところに指定されている部分については充てていないというふうな解釈でお願いい

たします。 

 歳出の予備費に関してでございますが、今回の２４０万５，０００円、こちら、積立金

のふるさときそさき応援基金積立金、こちらに充てております。といいますのは、ふるさ

と納税として最終的に収入がいかほどあるのかというのが３月３１日ぎりぎりまで分から

ないという状況がありまして、その分、多めに歳出予算を取っておいて基金に積んで残額

を残すということよりかは、少なくというか、現に少なく予算で見ておった中よりも上回

った、寄附金があった際にこれを積み立てなければなりませんので、予算枠の確保として

これを充てさせていただいているというような状況でございます。 

 あと、ごめんなさい……。流用と充当……。 

○副委員長（古村 護君） 充用と充当。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 言い方に関してということですかね。言い回し、使いが
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単に私の間違いだということですかね。僕の言い間違えということですか。 

○副委員長（古村 護君） 間違いではないので。 

 予備費に関して言えば、充当というのと充用というのがあるんです。充当であれば、充

て先が不足した場合の額に対して充てるのが充当で、先ほど言われたやつであれば、予備

費、充用かなとも思ったもんで聞いてみました。要は不用額という部分が出てきているも

んだから、充当ではなしに充用だったのかな。これは全然大きく差があるわけではないの

で一緒なんですけれども、あえて聞いてみただけですので。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 確認させていただきたいと思います。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

 よろしいですか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第４３号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計歳入歳出決算

認定についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○総務政策副参事（中山重徳君） 議案第４３号、三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会

計歳入歳出決算認定について、説明を申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得

特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございま

す。 

 ２３、２４ページを御覧ください。 

 歳入の合計欄、予算現額２８０万円に対し、調定額、収入済額ともに２８０万８９８円

でございます。 

 次に、歳出です。 

 ２５、２６ページを御覧ください。 

 歳出合計でございます。 

 予算現額２８０万円に対しまして、その支出額２７２万８，７３８円となりました。こ

れにより歳入歳出差引残高が７万２，１６０円となり、この額を翌年度へ繰り越すもので

ございます。 

 それでは、２１９ページ、２２０ページの令和２年度木曽岬町土地取得特別会計歳入歳

出決算事項別明細書を御覧ください。 

 歳入でございますが、１款１項１目町預金利子、予算現額１，０００円、調定額、収入

済額とも１６円で、この会計の歳計現金の預金利子であります。 

 ２款１項１目繰越金、予算現額７万１，０００円、調定額、収入済額とも７万１，９５

４円で、前年度繰越金であります。 
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 ３款１項１目一般会計繰入金、予算現額、調定額、収入済額とも９万８，０００円で、

保有財産の管理に伴う財源を一般会計から繰り入れるものでございます。 

 ４款２項１目財産貸付収入、予算現額２６３万円、調定額、収入済額ともに２６３万９

２８円で、和富地内、すいせんの里、伊勢湾岸クリニック等への土地貸付収入であります。 

 ２２１ページ、２２２ページでございます。 

 歳入でございます。 

 １款１項１目財産管理費、予算現額２７５万１，０００円、支出済額２７２万８，７３

８円、不用額２万２，２６２円であります。主に保有財産の管理経費を支出したものでご

ざいます。２７節の繰出金では、財産貸付収入を一般会計へ繰り出したものでございます。 

 ２款予備費におきましては、支出はありませんでした。 

 続いて、２２３ページ、実質収支に関する調書を御覧ください。 

 歳入総額２８０万８９８円、歳出総額２７２万８，７３８円、歳入歳出差引額７万２，

１６０円となり、翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は７万２，

１６０円となりました。この額が令和３年度への繰越金であります。 

 次に、２２４ページ、財産に関する調書です。 

 この会計が保有する財産で、年度内の移動はありませんでした。保有財産は、三崎、源

緑輪中、和富地内等の土地、合わせまして２万４，９９１平方メートルであります。 

 土地取得特別会計の決算説明は以上でございます。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第４４号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長補佐（中里満博君） 議案第４４号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町農業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について御説明させていただきます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落

排水事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するもので

ございます。 

 別冊決算書の２７ページ、２８ページを御覧ください。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金から５款諸収入におきまして、予算現額６，８５０万円、調定額

７，１００万８２５円、収入済額７，０７６万８，４４０円、不納欠損額９，７６０円、

収入未済額は２２万２，６２５円でございます。 
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 続いて、２９ページ、３０ページ、歳出でございます。 

 １款施設費から３款予備費において、予算現額６，８５０万円、支出済額６，５９６万

８，０５８円、不用額が２５３万１，９４２円となります。 

 詳細につきましては、２２５ページ以降の事項別明細書にて説明させていただきます。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、２項１目農業集落排水事業負担金は、予算現額６３万２，００

０円、調定額、収入済額、１２６万４，０００円でございます。新規加入者４件分の負担

金でございます。 

 ２款使用料及び手数料は、予算現額２，９３０万円、調定額３，１１６万９，０４９円、

収入済額３，０９３万６，６６４円、不納欠損額９，７６０円、収入未済額２２万２，６

２５円でございます。 

 １項１目使用料は、収入済額３，０９２万４，８２４円、収入未済額２２万２，６２５

円でございます。現年度、過年度の内訳につきましては、１節現年度下水道使用料が調定

額３，０７１万６，９０５円に対し、収入済額３，０５６万７，６８０円、収入未済額は

１４万９，２２５円でございます。 

 ２節過年度下水道使用料は、調定額４４万３０４円に対し、収入済額３５万７，１４４

円、収入未済額は７万３，４００円でございました。不納欠損額は９，７６０円でござい

ます。収入済額を調定額で割りました、いわゆる収納率についてでございますが、現年度

分は９９．５％、過年度分は８１．１％、全体では９９．２％、前年度比０．３ポイント

の増となっております。 

 ２項１目手数料は、調定額、収入額ともに１万１，８４０円、１４８件分の督促手数料

でございます。 

 ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、予算現額、調定額、収入済額ともに３，５４

２万３，０００円でございました。 

 ４款１項１目繰越金では、令和元年度からの繰越金であり、予算現額３１４万４，００

０円、調定額、収入済額ともに３１４万４，６９７円でございます。 

 ５款諸収入は、予算現額１，０００円、調定額、収入済額、７９円、１項１目町預金利

子で７９円でございます。 

 ２２７ページ、２２８ページ、歳出でございます。 

 １款施設費、予算現額５，０７８万５，０００円、支出済額４，８８５万３，１１８円、

不用額１９３万１，８８２円でございます。 

 １項１目事務費、支出済額は３３４万８，２０６円、不用額は９万６，７９４円でござ

います。農業集落排水事業に関わる補助職員１名分の人件費と使用料の賦課徴収に係る経

費などの当会計の事務費を計上しております。その他につきましては、備考欄に記載のと

おりでございます。 
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 ２目維持管理費、支出済額は４，５５０万４，９１２円、不用額は１８３万５，０８８

円でございます。農業集落排水４処理区の管渠や処理場における運転経費等の維持管理経

費を計上するものでございます。主なものといたしまして、１０節需用費では、処理場や

中継ポンプ３０基などに係る光熱水費、１２節委託料では、４処理場の保守点検や日常管

理業務のほか、汚泥の引き抜き運搬委託料などを計上してございます。また、１４節工事

請負費では、処理場内のポンプの取替え工事などを実施してございます。１８節負担金、

補助及び交付金では、桑名広域環境管理センターでの汚泥処理に係る負担金を計上してご

ざいます。その他につきましては、備考欄に記載のとおりでございます。 

 ２款公債費、予算現額１，７１１万６，０００円、支出済額は１，７１１万４，９４０

円、不用額１，０６０円でございます。償還のピークは過ぎておりまして、前年度に比べ

１，０４１万円余りの減額決算となっております。元金、利子、それぞれの償還額は記載

のとおりでございます。 

 続いて、３款予備費の支出はございませんでした。 

 以上が事項別明細の説明でございます。 

 次に、２３１ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 

 歳入総額７，０７６万８，４４０円、歳出総額６，５９６万８，０５８円、歳入歳出差

引額４８０万３８２円、翌年度へ繰り越すべき財源ゼロ円、実質収支額として４８０万３

８２円、実質収支のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入金額はゼロ円

でございます。 

 ２３２ページ、財産に関する調書を御覧ください。 

 ４処理区のクリーンセンターの公有財産として、土地及び建物の財産状況を表したもの

でございます。なお、令和２年度中は増減がございませんでした。 

 以上で農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算についての説明を終わります。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

○委員（伊藤 守君） ２２８ページの役務費で、水質検査手数料８万８，０００円と書

いていますけれども、これ、何か所やって、どこでやって、そういう手数料のことでいう

のはおかしいか分からないんですけれども、そういう規定はあるんですか。場所とか。 

○建設課長（黒田良人君） 水質検査につきましては、場所であったりとか、回数という

のは決められて、定期的にやっているものでございます。４か所の処理場の中でやってい

ると。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 
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 ここでお昼の休憩といたします。再開は１時といたします。午後１時からよろしくお願

いいたします。 

                            午前１１時３０分休憩   

                            午後 １時 ０分再開   

○委員長（三輪一雅君） では、休憩を解き、委員会に戻します。 

 次に、議案第４５号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長補佐（中里満博君） 議案第４５号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下

水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでご

ざいます。 

 決算書、３１ページ、３２ページを御覧ください。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金から８款国庫支出金におきまして、予算現額３億３，２８０万円、

調定額３億２，３６０万１，５９３円、収入済額３億１，２２９万８０９円、不納欠損額

２万８，４２８円、収入未済額は１，１２８万２，３５６円でございます。 

 続いて、３３ページ、３４ページ、歳出でございます。 

 １款施設費から３款予備費において、予算現額３億３，２８０万円、支出済額３億６２

６万６，７１２円、翌年度繰越額２，１１８万５，０００円、不用額５３４万８，２８８

円でございます。下段、歳入歳出差引残額は６０２万４，０９７円となりました。このう

ち、基金繰入金額はございませんでした。 

 詳細につきましては、２３３ページ以降の事項別明細にて説明させていただきます。 

 ２３３ページ、２３４ページを御覧ください。 

 まず、歳入でございますが、１款分担金及び負担金、１項２目公共下水道事業加入者負

担金は、予算現額、調定額、収入済額ともに２２１万２，０００円でございます。新規加

入者７口分、３１万６，０００円の７口分でございます。 

 ２款使用料及び手数料ですが、予算現額５，０６４万７，０００円、調定額５，２６４

万９，１１９円、収入済額５，１９３万８３５円、不納欠損額２万８，４２８円、収納未

済額は６８万９，８５６円でございます。 

 １項１目使用料でございますが、収入済額５，１８９万２，９１５円、不納欠損額２万

８，４２８円、収入未済額６８万９，８５６円です。現年度、過年度の内訳につきまして

は、１節現年度下水道使用料、調定額５，１９０万１，７１７円に対し、収入済額が５，

１５２万４，１０１円、収入未済額は３７万７，６１６円、２節過年度下水道使用料は、
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調定額７０万９，４８２円に対し、収入済額３６万８，８１４円、２万８，４２８円の不

納欠損を行い、収入未済額は３１万２，２４０円でございます。不納欠損分は、行方不明

等による７件分でございます。なお、収入済額を調定額で割った収納率でございますが、

現年度分、過年度分、合わせて９８．６％、前年度が９８．３％でしたので、０．３ポイ

ント上がっております。 

 ２項１目手数料では、手数料として３万７，９２０円、これは４７４件分の督促手数料

でございます。 

 ４款繰入金ですが、１項１目一般会計繰入金は、予算現額、調定額、収入済額ともに２

億１，１５５万円でございます。前年度に比べ２，１８１万円の減額となっております。

これは下水道料金改定に伴う料金収入の増加、また、令和元年度に実施しました下水道使

用料金改定業務などが完了したことなどによるものでございます。 

 ５款繰越金、１項１目繰越金では、令和元年度からの繰越金で、予算現額６０９万円、

調定額、収入済額ともに６０９万２４６円でございます。 

 ６款諸収入、１項１目町預金利子で、２２８円でございます。 

 ７款町債、１項１目下水道債、予算現額３，０００万円、調定額、収入済額は１，８８

０万円です。処理場設備の耐震設計法適化に係る基本計画策定などの財源となっておりま

す。予算現額３，０００万円と収入済額１，８８０万円の差額が１，１２０万円と大きい

理由でございますが、１，１２０万円のうち８００万円につきましては次年度繰越金とな

っておりますので、実際の令和２年度本予算の収入未済額は３２０万円となってございま

す。 

 ８款国庫支出金、１項１目公共下水道事業国庫補助金では、予算現額、調定額、３，２

３０万円、収入済額２，１７０万７，５００円、収入未済額１，０５９万２，５００円、

処理場設備の長寿命化などの財源となってございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ２３５ページを御覧ください。 

 １款施設費、予算現額１億７，８３９万５，０００円、支出済額１億５，２９４万２，

８３２円、繰越明許費２，１１８万５，０００円、不用額４２６万７，１６８円でござい

ます。 

 １項１目事務費、支出済額１，０６４万５，８５３円、不用額は５１万２，１４７円で

ございました。公共下水道事業に係る人件費、また、事務的経費を支出しております。主

な内容としましては、職員１名分の人件費、また、下水道使用料の賦課徴収に係る事務的

な経常経費などとなっております。その他につきましては、備考欄記載のとおりでござい

ます。 

 ２目維持管理費、支出済額１億４，２２９万６，９７９円で、繰越明許費２，１１８万

５，０００円、不用額は３７５万５，０２１円でございます。公共下水道施設における維
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持管理、運転に要する経費や、処理場や管路などの下水道施設の更新や修繕工事費などの

経費でございます。主なものとしましては、１０節需用費では、東部地区クリーンセンタ

ーと中継ポンプ３４基分の電気代などの光熱水費、１２節委託料では、ページをめくって

いただき、業務委託料４，６９２万１，０００円でございますが、東部地区クリーンセン

ター管理棟などの耐震設計法適化に係る基本計画策定に要した費用でございます。１４節

工事請負費でございます。管路内の清掃や処理場の機器のオーバーホール工事、上澄水排

出装置、インバーターユニット更新などを実施しております。その他につきましては、備

考欄記載のとおりでございます。 

 ２款公債費、１項公債費の支出済額は、１億５，３３２万３，８８０円でございます。 

 １目元金が１億３，３７２万３，７１７円、２目利子が１，９６０万１６３円でござい

ます。５２件分の起債の元金償還金及び利子償還金となっております。 

 ３款予備費については、１６万４，０００円を事務費に充当しておりますが、支出はご

ざいません。 

 以上が事項別明細の説明でございます。 

 次に、２３９ページの実質収支に関する調書を御覧ください。 

 １、歳入総額３億１，２２９万８０９円、歳出総額３億６２６万６，７１２円、歳入歳

出差引額６０２万４，０９７円、翌年度へ繰り越すべき財源２５９万３，０００円、実質

収支額３４１万１，０９７円。実質収支額のうち、地方自治法２３３条の２の規定による

基金繰入額はございません。 

 最後、２４０ページ、財産に関する調書を御覧ください。 

 公共下水道事業会計の公有財産としまして、土地及び建物の財産状況を表したものでご

ざいます。なお、令和２年度中の増減はございませんでした。 

 以上で公共下水道事業特別会計歳入歳出決算についての説明を終わります。よろしくお

願いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

 よろしいですか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第４６号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計決算認定について

を議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長補佐（中里満博君） では、議案第４６号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町

水道事業会計決算認定についてでございます。 

 地方公営企業法第３０条第４項の規定により、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水道事
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業会計決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。 

 それでは、決算書の１４ページを御覧ください。 

 令和２年度の事業報告書となります。概況として総括事項を記載しております。 

 まず、（ア）給水普及状況としましては、決算年度末の給水件数は２，６７１件で、前

年度に比べ２５件の増加、また、給水人口は６，１７１人で、前年度に比べ５７人の減少

となっております。 

 （イ）業務状況でございます。年間の総配水量は９８万４，３３１立米で、前年度と比

べ２万７，８２０立米増加となりました。年間総有収水量は９２万３０立米で、前年度と

比べ４万１，３４６立米の増加となっております。なお、有収率は９３．５％となりまし

て、前年度９１．９％でございましたので、１．６％増加となっております。 

 続いて、（ウ）経営状況でございますが、収益的収支は、水道事業収益が３億８，６２

７万３，３５９円で、前年度に比べ１億１，２４３万９，５５７円の増収になりました。

主な要因としましては、木曽岬干拓地までの給水施設建設に伴う費用として２億１，９２

７万９，８１９円を三重県から受託したためでございます。水道事業費用は３億８，０４

４万７，３７９円となり、前年度に比べ１億３４０万５，８５２円の増額となりました。

主な要因でございますが、木曽岬干拓地への給水施設の建設に係るもので、県企業庁へ委

託した送水管布設約７９８メートルとポンプ棟の建築工事の費用等になります。 

 以上の結果により、当年度の収益的収支の純利益でございますが、５８２万５，９８０

円となりました。前年度と比較しますと９００万円余り利益が増加しております。収益的

収支につきましては、資本的収入が１億７，８４８万７，９００円で、前年度に比べ１億

５，４８６万８，４００円の増収となりました。主な増収要因は、三重県からの受託事業

で、木曽岬干拓地内の町管理となる水道施設の工事負担金によるものでございます。資本

的支出につきましては、１億８，７８８万２，５２０円で、前年度に比べて１億４，８８

６万６６０円の増額となっております。主な増額要因としましては、木曽岬干拓地内の町

管理となる水道施設である加圧ポンプ棟の建築を県企業庁へ委託したことによるものでご

ざいます。 

 次に、（エ）の建設改良事業の状況でございますが、田代地内において老朽管の布設替

え工事、干拓地内のポンプ棟の建築を実施いたしております。 

 １５ページ、（２）でございます。議会議決事項でございます。予算決算について裁可

を求めたものでございます。 

 （３）につきましては、職員に関する事項として、所属職員の状況をお示ししておりま

す。 

 めくっていただきまして、１６ページでございます。 

 ２．の工事では、建設改良工事等の概況として、令和２年度に行いました水道管の布設

替え工事の契約内容を記載しております。３．業務でございますが、年度末給水人口や配
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水量、有収水量といった主な業務量を記載しており、前年度との比較をお示ししておりま

す。御確認のほどをお願いいたします。 

 表の下では、供給単価、給水原価をお示ししております。収益の単価であります供給単

価ですが、１５７．２９円、給水に要した費用の単価である給水原価ですが、１５３．０

８円となってございます。 

 １７ページでございます。 

 （２）事業収入に関する事項、（３）事業費に関する事項として、それぞれ元年度決算

との比較をお示ししております。詳細につきましては、後ほど明細のところで御説明させ

ていただきます。 

 続いて、決算書類について御説明いたします。 

 ページを戻っていただき、２ページ、３ページを御覧ください。 

 収益的収入及び支出でございます。 

 上の表、収入でございますが、１款の水道事業収益は営業収益などの３項目からなり、

決算額４億２，２６４万８，７７５円でございます。 

 下の表、支出でございますが、３款水道事業費用は営業費用などの４項目からなり、４

億１，５９２万８，９１１円の経費を要したというものでございます。 

 めくっていただきまして、４ページ、５ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 上の表、収入でございますが、第２款資本的収入は１億７，８４８万７，９００円です。

下の表、支出でございますが、第４款資本的支出は１億８，７８８万２，５２０円の決算

でございます。なお、収入額が支出額に不足する額９３９万４，６２０円は、末尾、欄外

に記載のとおり、過年度分損益勘定留保資金及び当年度消費税及び地方消費税資本的収支

調整額で補塡をするものでございます。 

 続く、６ページの損益計算書から１１ページの貸借対照表については、収支の詳細を説

明してから御説明のほうをさせていただきます。 

 １９ページ、収益費用明細書を御覧ください。 

 収益の部でございます。 

 １款水道事業収益、１項営業収益は、主たる営業活動から生じた収益を計上してござい

ます。主なものとしましては、１目給水収益の１億４，４７１万１，５０５円、これは有

収水量約９２万立米分の水道料金などでございます。 

 ２項営業外収益、２億４，１０９万６，４５４円ですが、主なものとしまして、２目他

会計補助金において、コロナ対策として、半年間、基本料金を無償化したことに伴う減収

分を国から補助を受け補塡したものでございまして、必要な料金システム改修費を含め１，

８２５万円、また、３目受託工事収益は、木曽岬干拓地までの水道管、給水施設の建設に

係る分水施設工事受託金でございまして、２億１，９２７万９，８１９円となっておりま
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す。その他、預金利子や長期前受金戻入などでございます。 

 ページをおめくりいただき、２０ページ、費用の部でございます。 

 ３款水道事業費用でございますが、３億８，０４４万７，３７９円を支出いたしました。 

 １項営業費用は、主たる営業活動に要した費用です。 

 １目原水及び浄水費は、１億２，１２３万８，２７３円、大部分を占めますのは、３２

節受水費の１億１，５４７万円余りで、県企業庁から購入した約９８万トン分の費用にな

ります。 

 ２目配水及び給水費、４２５万８６３円、主なものは、修繕費としまして、漏水２７か

所の修繕費用１４６万円余り、２９節工事請負費としまして、量水器４８５器分の取替え

工事費用２６１万円余りでございます。 

 ４目総係費でございます。職員１名分の人件費、検針員２名分の賃金でございます。 

 ２１ページに移りまして、水道料金の賦課徴収に使用する電算システムの使用料及び保

守委託料などでございます。 

 ５目減価償却費、２，２１６万５，９１１円、この会計が保有する有形固定資産の当該

年度の減価償却費でございます。 

 ６目資産減耗費、４２万８，１７５円でございますが、更新などにより管路の残存財産

などの未償却財産を処分したものでございます。 

 ７目その他営業費用、１２万５，０００円は、メーターボックス２４個を売却した原価

の引き落し分でございます。 

 次に、２項の営業外費用でございます。 

 ３目受託工事費、２億１，８６２万４，３６４円は、木曽岬干拓地までの給水施設に係

る建設工事等を県企業庁へ委託した費用となります。 

 ４目の雑収入、１２万５，９１４円は、令和２年度に納付した消費税の借受消費税の補

塡額でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、２２ページでございます。 

 資本的収入支出明細書を御覧ください。 

 収入では、２款の資本的収入で、１億６，２２６万１，７２８円です。新規加入者負担

金と分水施設関連工事負担金で、詳細は備考欄のとおりとなります。 

 次に、支出は、４款の資本的支出として、１億７，０９３万４，３６６円でございます。 

 １項建設改良費、２目配水及び給水施設費１億６，９４８万１，５４６円、１８節委託

料は、木曽岬干拓地内の加圧ポンプ棟の建築を三重県企業庁へ委託した費用１億５，６２

８万３，５４６円、２５節工事請負費は、田代地内で配水管の布設替えに要した費用１，

３１９万８，０００円でございます。 

 ３目固定資産購入費では、１４５万２，８２０円、量水器５００器分の設置費用でござ

います。 
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 続く、２３ページでございますが、固定資産明細書となってございます。 

 当年度における資産の増減及び減価償却の増減を記載しております。 

 詳細の説明は以上でございます。 

 それでは、戻っていただいて、６ページを御覧ください。 

 令和２年度木曽岬町水道事業損益計算書でございます。 

 １年間の営業期間における営業成績を明らかにするため、その期間中に得た全ての収益

とそのための費用を記載し、純利益とその原因をお示しするものでございます。下から２

行目、収益から費用を差し引いた当年度純利益が５８２万５，９８０円となったことをお

示ししております。なお、当年度の未処分利益剰余金も同額でございます。 

 次に、８ページ、９ページを御覧ください。 

 上の表は、この会計の余剰金が１年間にどのように変動したかを表すものでございます。

資本剰余金の工事負担金当年度変動額、下から５つ目でございますが、１億６，２２６万

１，７２８円は、新規加入負担金５５１万円と県企業庁からの分水施設関連工事負担金１

億５，６７５万１，７２８円の受入れ、右のページですが、利益余剰金のところでござい

ますが、元年度で生じた未処分利益剰余金３２０万７，７２５円を利益積立金から繰り入

れたことを示しております。 

 下の表、４、水道事業余剰金処分計算書を御覧ください。 

 当年度未処分利益余剰金５８２万５，９８０円を利益積立金へ繰り入れ、翌年度への繰

越欠損金を補塡するという処理計算書でございます。 

 次に、１０ページを御覧ください。 

 令和２年度末現在における水道事業会計の貸借対照表となります。 

 貸借対照表は、財政状態を明らかにするために、この会計が保有する全ての資産、負債

及び資本を総括的に表示したもので、通称バランスシートと呼ばれるものになります。 

 最後に、１８ページ、水道事業キャッシュフロー計算書を御覧ください。 

 この帳票でございますが、当該年度における現金の増減を業務活動、投資活動、財務活

動の３つに区分して表示する財務指標でございます。現金の獲得や支払い能力、資金に関

する財務情報を表したものでございます。 

 まず、１、業務活動によるキャッシュフローでございますが、通常の業務活動の実施に

必要な資金の状態を表すものでございます。業務活動によるキャッシュフローは、プラス

７６７万９，１９２円となります。 

 ２、投資活動によるキャッシュフローでございますが、将来に向けた運営基盤の確立の

ために行う投資活動に係る資金の状態を表すものでございます。一般的には建設改良費な

どに充てたものでございます。マイナス２，８８９万５，０６６円となってございます。 

 ３、財務活動によるキャッシュフローでございます。営業活動や投資活動を支えるため

の資金の収入支出及び借入れ、返済による収入支出など、資金の調達、返済による現金の
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増減を表すものでございます。１，１７４万１，３２８円になってございます。 

 業務活動、投資活動、財務活動、これらキャッシュフローを合計した令和２年度のキャ

ッシュフローは、下から３行目、９４７万４，５４６円の減となりました。また、年度末

残高である資金期末残高は、９億３，１１４万９，７４４円となります。 

 以上が令和２年度水道事業会計決算の説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 これまで個別に審査し、質疑をいただいて進めてきましたが、最後に、これまで議題と

しました全ての議案について、再度御質疑がございましたら御発言願います。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終結いたします。 

 質疑も出尽くしたと思いますので、これより討論、採決に入ります。 

 初めに、議案第３３号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第３号）

についての所管部分に討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第３３号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第３３号は原案のとおり可決する

ことに決定しました。 

 次に、議案第３７号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計補正予算（第１号）

について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論もないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第３７号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第３７号は原案のとおり可決する

ことに決定しました。 

 次に、議案第３８号、木曽岬町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について、



 - 49 - 

討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論はないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第３８号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第３８号は原案のとおり可決する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第３９号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定につ

いての所管部分に討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第３９号を原案のとおり認定することに賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第３９号は原案のとおり認定する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第４３号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計歳入歳出決算

認定について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第４３号を原案のとおり認定することに賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第４３号は原案のとおり認定する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第４４号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論はないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 
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 議案第４４号を原案のとおり認定することに賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第４４号は原案のとおり認定する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第４５号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第４５号を原案のとおり認定することに賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第４５号は原案のとおり認定する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第４６号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計決算認定について、

討論があります方は御発言ください。 

 特に討論はないようですので、討論者なしと認め、これにて討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第４６号を原案のとおり認定することに賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第４６号は原案のとおり認定する

ことに決定いたしました。 

 ここでお諮りいたします。 

 委員長報告書の作成並びに本会議での当委員会での議論並びに決定事項に係る委員会報

告をいたすことを、私、委員長に一任していただくことで、御異議ございませんでしょう

か。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） ありがとうございます。異議なしの声をいただきましたので、

私が委員会報告書の作成並びに委員会報告をさせていただきます。 

 これで、本委員会に付託されました８議案の審査は終わらせていただきます。 

 次に、その他の項に移ります。 

 本委員会の所管事項で何かございましたら御発言願います。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御発言もないようですので、これにて本日の議事日程は全て終

了いたしました。 
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 これをもちまして、本日の総務建設常任委員会を閉会といたします。長時間にわたり御

審査ありがとうございました。 

                            午後 １時３５分閉会    
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